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【重要】

•	 この取扱説明書は、本製品専用に書かれたオリジナルの説明書です。

•	 この取扱説明書に記載されている以外の運用はできません。記載されている以外の運用をし
た結果につきましては、一切の責任を負いかねますのでご了承ください。

•	 この取扱説明書に記載されている事柄は、製品の改良にともない予告なく変更させて頂く場
合があります。

•	 この取扱説明書の内容について、ご不審やお気付きの点などがありましたら、「アイエイア
イお客様センターエイト」もしくは最寄りの当社営業所までお問合せください。

•	 この取扱説明書の全部または一部を無断で使用・複製する事はできません。

•	 本文中における会社名、商品名は、各社の商標または登録商標です。

お使いになる前に

この度は、当社の製品をお買い上げ頂き、ありがとうございます。

この取扱説明書は本製品の取扱い方法や構造、保守等について解説しており、安全にお使い頂く為

に必要な情報を記載しています。

本製品をお使いになる前に必ずお読み頂き、十分理解した上で安全にお使い頂きますよう、お願い

致します。

製品に同梱の CD/DVD には、当社製品の取扱説明書が収録されています。

製品のご使用につきましては、該当する取扱説明書の必要部分をプリントアウトするか、またはパ

ソコンで表示してご利用ください。

お読みになった後も取扱説明書は、本製品を取り扱われる方が、必要な時にすぐ読むことができる

ように保管してください。
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 注意 :以下の機能については、別冊の取扱説明書に記載されています。

取扱説明書名称／概要 管理番号

1

PROFIBUS-DP 取扱説明書 

　　 ACON、PCON、SCON-CA を使用する場合は、こちらを

ご覧ください。 
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安全ガイド

安全ガイドは、製品を正しくお使い頂き、危険や財産の損害を未然に防止するために書かれたもの

です。製品のお取扱い前に必ずお読みください。

産業用ロボットに関する法令および規格

機械装置の安全方策としては、国際工業規格 ISO/DIS12100「機械類の安全性」において、一般論と

して次の 4 つを規定しています。

安全方策 本質安全設計

 安全防護・・・・・・・安全柵など

 追加安全方策・・・・・非常停止装置など

 使用上の情報・・・・・危険表示・警告、取扱説明書

これに基づいて国際規格 ISO/IEC で階層別に各種規格が構築されています。

産業用ロボットの安全規格は以下のとおりです。

　タイプ C 規格 (個別安全規格 )  ISO10218

JIS B 8433
(  産業用マニピュレーティング

ロボット -安全性 )

(  マニピュレーティング

産業ロボット-安全性)

また産業用ロボット の安全に関する国内法は、次のように定められています。

労働安全衛生法  第 59 条

　危険または有害な業務に従事する労働者に対する特別教育の実施が義務付けられています。

労働安全衛生規則

　第 36 条 ……… 特別教育を必要とする業務

   第 31 号 (教示等 ) ………産業用ロボット (該当除外あり )の教示作業等について

   第 32 号 (検査等 ) ………  産業用ロボット ( 該当除外あり ) の検査、修理、調整作業等

について

　第 150 条 …… 産業用ロボットの使用者の取るべき措置
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作業エリア 作業状態 駆動源のしゃ断 措　　置 規　定

可動範囲外 自動運転中 しない
運転開始の合図 104 条

柵、囲いの設置等 150 条の 4

可動範囲内

教示等の

作業時

する

(運転停止含む )
作業中である旨の表示等 150 条の 3

しない

作業規定の作成 150 条の 3
直ちに運転を停止できる措置 150 条の 3
作業中である旨の表示等 150 条の 3
特別教育の実施 36 条 31 号

作業開始前の点検等 151 条

検査等の

作業時

する
運転を停止して行う 150 条の 5
作業中である旨の表示等 150 条の 5

しない

(やむをえず運転中

に行う場合 )

作業規定の作成 150 条の 5
直ちに運転停止できる措置 150 条の 5
作業中である旨の表示等 150 条の 5
特別教育の実施

(清掃・給油作業を除く )
36 条 32 号

労働安全衛生規則の産業用ロボットに対する要求事項
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当社の産業用ロボット該当機種

労働省告知第 51 号および労働省労働基準局長通達 ( 基発第 340 号 ) により、以下の内容に該当する

ものは、産業用ロボットから除外されます。

(1) 単軸ロボットでモータワット数が 80W 以下の製品

(2) 多軸組合せロボットで X・Y・Z 軸が 300mm 以内、かつ回転部が存在する場合はその先端

を含めた最大可動範囲が 300mm 立方以内の場合 

(3) 多関節ロボットで可動半径および Z 軸が 300mm 以内の製品

当社カタログ掲載製品のうち産業用ロボットの該当機種は以下のとおりです。

1. 単軸ロボシリンダ

 RCS2/RCS2CR-SS8 □でストローク 300mm を超えるもの

2. 単軸ロボット

 次の機種でストローク 300mm を超え、かつモータ容量 80W を超えるもの

 ISA/ISB/ISPA/ISPB，SSPA，ISDA/ISDB/ISPDA/ISPDB，SSPDA，ISWA/ISPWA，IF，FS，NS

3. リニアサーボアクチュエータ

 ストローク 300mm を超える全機種

4. 直交ロボット

 1 ～ 3 項の機種のいづれかを 1 軸でも使用するもの

5. IX スカラロボット

 アーム長さ 300mm を超える全機種

 (IX-NNN1205/1505/1805/2515, NNW2515, NNC1205/1505/1805/2515 を除く全機種）
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当社製品の安全に関する注意事項

ロボットのご使用にあたり、各作業内容における共通注意事項を示します。

No. 作業内容 注意事項

1 機種選定 ● 本製品は、高度な安全性を必要とする用途には企画、設計されていません

ので、人命を保証できません。従って、次のような用途には使用しないで

ください。

①人命および身体の維持、管理などに関わる医療機器

②人の移動や搬送を目的とする機構、機械装置

　(車両・鉄道施設・航空施設など )

③機械装置の重要保安部品 (安全装置など )

● 次のような環境では使用しないでください。

①可燃性ガス、発火物、引火物、爆発物などが存在する場所

②放射能に被爆する恐れがある場所

③周囲温度や相対湿度が仕様の範囲を超える場所

④直射日光や大きな熱源からの輻射熱が加わる場所

⑤温度変化が急激で結露するような場所

⑥腐食性ガス (硫酸、塩酸など )がある場所

⑦塵埃、塩分、鉄粉が多い場所

⑧本体に直接振動や衝撃が伝わる場所

● 製品は仕様範囲外で使用しないでください。著しい寿命低下を招き、製品

故障や設備停止の原因となります。

2 運搬 ● 二人以上で作業を行う場合は、主と従の関係を明確にし、声を掛け合い、

安全を確認しながら作業を行ってください。

●運搬時はぶつけたり落下したりせぬよう充分な配慮をしてください。

●運搬は適切な運搬手段を用いて行ってください。

●梱包の上には乗らないでください。

●梱包が変形するような重い物は載せないでください。

● 能力が 1t 以上のクレーンを使用する場合は、クレーン操作、玉掛けの有資

格者が作業を行ってください。

● クレーンなどを使用する場合は、クレーンなどの定格荷重を超える荷物は

絶対に吊らないでください。

● 荷物にふさわしい吊具を使用してください。吊具の切断荷重などに安全を

見込んでください。また、吊具に損傷がないか確認してください。

●吊った荷物に人は乗らないでください。

●荷物を吊ったまま放置しないでください。

●吊った荷物の下に入らないでください。

3 保管・保存 ● 保管・保存環境は設置環境に準じますが、特に結露の発生がないように配

慮してください。

4 据付け・

立ち上げ

(1) ロボット本体・コントローラ等の設置

● 製品 (ワークを含む )は、必ず確実な保持、固定を行ってください。

　製品の転倒、落下、異常動作等によって破損およびけがをする恐れがあり

ます。

● 製品の上に乗ったり、物を置いたりしないでください。転倒事故、物の落

下によるけがや製品破損、製品の機能喪失・性能低下・寿命低下などの原

因となります。

●次のような場所で使用する場合は、遮蔽対策を十分行ってください。

①電気的なノイズが発生する場所

②強い電界や磁界が生じる場所

③電源線や動力線が近傍を通る場所

④水、油、薬品の飛沫がかかる場所



5

PROFIBUS-DP

No. 作業内容 注意事項

4 据付け・

立ち上げ

(2) ケーブル配線

● アクチュエータ～コントローラ間のケーブルやティーチングツールなどの

ケーブルは当社の純正部品を使用してください。

● ケーブルに傷をつけたり、無理に曲げたり、引っ張ったり、巻きつけたり、

挟み込んだり、重いものを載せたりしないでください。漏電や導通不良に

よる火災、感電、異常動作の原因になります。

●製品の配線は、電源をオフして誤配線がないように行ってください。

● 直流電源 (+24V) を配線する時は、+/- の極性に注意してください。接続を

誤ると火災、製品故障、異常動作の恐れがあります。

● ケーブルコネクタの接続は、抜け・ゆるみのないように確実に行ってくだ

さい。火災、感電、製品の異常動作の原因になります。

● 製品のケーブルの長さを延長または短縮するために、ケーブルの切断再接

続は行わないでください。火災、製品の異常動作の原因になります。

(3) 接地

● コントローラは必ず D 種 ( 旧第 3 種 ) 接地工事をしてください。接地は、

感電防止、静電気帯電の防止、耐ノイズ性能の向上および不要な電磁放射

の抑制には必ず行わなければなりません。

(4) 安全対策

● 二人以上で作業を行う場合は、主と従の関係を明確にし、声を掛け合い、

安全を確認しながら作業を行ってください。

● 製品の動作中または動作できる状態の時は、ロボットの可動範囲に立ち入

ることができないような安全対策 ( 安全防護柵など ) を施してください。 
動作中のロボットに接触すると死亡または重傷を負うことがあります。

● 運転中の非常事態に対し、直ちに停止することができるように非常停止回

路を必ず設けてください。

● 電源投入だけで起動しないよう安全対策を施してください。製品が急に起

動し、けがや製品破損の原因になる恐れがあります。

● 非常停止解除や停電後の復旧だけで起動しないよう、安全対策を施してく

ださい。人身事故、装置の破損などの原因となります。

● 据付・調整などの作業を行う場合は、｢ 作業中、電源投入禁止 ｣ などの表

示をしてください。不意の電源投入により感電やけがの恐れがあります。

● 停電時や非常停止時にワークなどが落下しないような対策を施してください。

● 必要に応じて保護手袋、保護めがね、安全靴を着用して安全を確保してく

ださい。

● 製品の開口部に指や物を入れないでください。けが、感電、製品破損、火

災などの原因になります。

● 垂直に設置しているアクチュエータのブレーキを解除する時は、自重で落

下して手を挟んだり、ワークなどを損傷しないようにしてください。

5 教示 ● 二人以上で作業を行う場合は、主と従の関係を明確にし、声を掛け合い、

安全を確認しながら作業を行ってください。

● 教示作業はできる限り安全防護柵外から行ってください。やむをえず安全

防護柵内で作業する時は、｢ 作業規定 ｣ を作成して作業者への徹底を図っ

てください。

● 安全防護柵内で作業する時は、作業者は手元非常停止スイッチを携帯し、

異常発生時にはいつでも動作停止できるようにしてください。

● 安全防護柵内で作業する時は、作業者以外に監視人をおいて、異常発生時

にはいつでも動作停止できるようにしてください。また第三者が不用意に

スイッチ類を操作することのないよう監視してください。

●見やすい位置に ｢作業中 ｣である旨の表示をしてください。

● 垂直に設置しているアクチュエータのブレーキを解除する時は、自重で落

下して手を挟んだり、ワークなどを損傷しないようにしてください。

※安全防護柵・・・安全防護柵がない場合は、可動範囲を示します。
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No. 作業内容 注意事項

6 確認運転 ● 二人以上で作業を行う場合は、主と従の関係を明確にし、声を掛け合い、

安全を確認しながら作業を行ってください。

● 教示およびプログラミング後は、1 ステップずつ確認運転をしてから自動

運転に移ってください。

● 安全防護柵内で確認運転をする時は、教示作業と同様にあらかじめ決めら

れた作業手順で作業を行ってください。

● プログラム動作確認は、必ずセーフティ速度で行ってください。プログラ

ムミスなどによる予期せぬ動作で事故をまねく恐れがあります。

● 通電中に端子台や各種設定スイッチに触れないでください。感電や異常動

作の恐れがあります。

7 自動運転 ● 自動運転を開始する前には、安全防護柵内に人がいないことを確認してく

ださい。

● 自動運転を開始する前には、関連周辺機器がすべて自動運転に入ることの

できる状態にあり、異常表示がないことを確認してください。

●自動運転の開始操作は、必ず安全防護柵外から行うようにしてください。

● 製品に異常な発熱、発煙、異臭、異音が生じた場合は、直ちに停止して電

源スイッチをオフしてください。火災や製品破損の恐れがあります。

● 停電した時は電源スイッチをオフしてください。停電復旧時に製品が突然

動作し、けがや製品破損の原因になることがあります。

8 保守・点検 ● 二人以上で作業を行う場合は、主と従の関係を明確にし、声を掛け合い、

安全を確認しながら作業を行ってください。

● 作業はできる限り安全防護柵外から行ってください。やむをえず安全防護

柵内で作業する時は、｢ 作業規定 ｣ を作成して作業者への徹底を図ってく

ださい。

● 安全防護柵内で作業を行う場合は、原則として電源スイッチをオフしてく

ださい。

● 安全防護柵内で作業する時は、作業者は手元非常停止スイッチを携帯し、

異常発生時にはいつでも動作停止できるようにしてください。

● 安全防護柵内で作業する時は、作業者以外に監視人をおいて、異常発生時

にはいつでも動作停止できるようにしてください。また第三者が不用意に

スイッチ類を操作することのないよう監視してください。

●見やすい位置に ｢作業中 ｣である旨の表示をしてください。

● ガイド用およびボールネジ用グリースは、各機種の取扱説明書により適切

なグリースを使用してください。

● 絶縁耐圧試験は行わないでください。製品の破損の原因になることがあり

ます。

● 垂直に設置しているアクチュエータのブレーキを解除する時は、自重で落

下して手を挟んだり、ワークなどを損傷しないようにしてください。

※安全防護柵・・・安全防護柵がない場合は、可動範囲を示します。

9 改造・分解 ● お客様の独自の判断に基づく改造、分解組立て、指定外の保守部品の使用

は行わないでください。

10 廃棄 ● 製品が使用不能、または不要になって廃棄する場合は、産業廃棄物として

適切な廃棄処理をしてください。

● 製品の廃棄時は、火中に投じないでください。製品が破裂したり、有毒ガ

スが発生する恐れがあります。
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注意表示について

各機種の取扱説明書には、安全事項を以下のように ｢ 危険 ｣｢ 警告 ｣｢ 注意 ｣｢ お願い ｣ にランク分け

して表示しています。

レベル 危害・損害の程度 シンボル

危険
取扱いを誤ると、死亡または重傷に至る危険が差し迫って 

生じると想定される場合
 危険

警告 取扱いを誤ると、死亡または重傷に至る可能性が想定される場合  警告

注意 取扱いを誤ると、傷害または物的損害の可能性が想定される場合  注意

お願い
傷害の可能性はないが、本製品を適切に使用するために 

守っていただきたい内容
お願い
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PROFIBUS-DP

1. 概要

オープンフィールドネットワークである PROFIBUS-DP はマシン／ライン制御レベルの制御と情

報が混在した多ビット系のマルチベンダネットワークです。

X-SEL、TT、RCS-C、E-Con、SCON-C、ASEL、PSEL、SSEL、ACON、PCON および SCON-

CA の各コントローラ（以下、各コントローラ）はこの PROFIBUS-DP に接続することによって省

配線によるシステム構築が可能です。

※  PROFIBUS-DP の詳細な説明はマスタユニットの搭載されるプログラマブルコントローラ（以

下 PLC）の取扱説明書をご参照ください。本取扱説明書は各コントローラの取扱説明書と合わ

せてご利用ください。

 また、本取扱説明書で可能と表現されている以外の使い方はできません。

各コントローラは PROFIBUS-DP 上ではスレーブ局として扱われ、I/O データの交信が可能で

す。本取扱説明書は、ACON、PCON、SCON-CA について記載しています。

PROFIBUS-DP
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C
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S
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-
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本取扱説明書には、ACON、PCON、SCON-CA は記載されておりません。

別冊　MJ0258　PROFIBUS-DP をご覧ください。
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2. 仕様

2.1 インターフェース仕様
下表にProfiBus-DPインターフェース部の仕様一覧を示します。

項　　目 仕　　様 備　　　　　考
通信プロファイル ProfiBus-DP
通信方式 ハイブリッド方式 マスター/スレーブ方式と

トークンパッシングの採用
接続局数 32局/セグメント リピータにより126局まで可能
通信データ長 最大244バイト/フレーム
物理プロファイル RS485 ＊RS485が一般的です

＊IP20では9ピンDsubを推奨
通信速度（Kbps） 9.6/19.2/93.75/187.5/500 ※1

1500/3000/6000/12000
伝送距離 総ネットワーク最大 通信速度 ケーブル種別

100ｍ 12,000/6,000/3,000kbps タイプAケーブル
200ｍ 1,500kbps
400ｍ 500kbps
1000ｍ 187.5kbps
1200ｍ 9.6/19.2/93.75 kbps

トポロジー バス/ツリー/スター
ケーブル 1対ツイストペアー タイプAケーブル

シールドケーブル

※1 ProfiBus-DPネットワーク通信速度はコンフィグレータ（※2）によるProfiBus-DPネットワー
ク設定でのみ行われます。

※2 ProfiBus-DPコンフィグレータはマスターユニット推奨のコンフィグレータをご使用願います。

ProfiBus-DPスレーブモジュールの通信速度はこのコンフィグレータにより設定される為、
個々のスレーブ局における通信速度は設定出来ません。

インタフェース仕様

インタフェース部の仕様一覧を示します。
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3. X-SELコントローラ

3.1 ProfiBus-DPボード型式とX-SEL装着位置
ProfiBus-DP対応のX-SELコントローラは次の6種類が用意されています。ProfiBus-DPボード型式
PR0とPR1で装着可能位置が異なります。

ネットワーク ボード装着位置
Ⅰ/O

No.
コントローラ I/O点数 標準 拡張 拡張

X-SEL形式 スロットタイプ （MAX入力／ スロット スロット1 スロット2、3
配列出力） （I/O1） （I/O2）（I/O3・4）

1軸用
1 Jタイプ 256／256 ○ 2軸用 X-SEL-J□-□-PR0-□ 図3.1

は無し
2 Kタイプ 256／256 ○ X-SEL-K□-□-PR0-□ 図3.2
3 Kタイプ 256／256 ※1○ ※1○ X-SEL-K□-□-PR1-□ 図3.3

4
Pタイプ 256／256 X-SEL-P-□-□-PR-□-□-□-3 図3.4
Qタイプ 256／256 XSEL-Q-□-□-PR-□-□-□-3 ※2

5
PXタイプ 256／256 XSEL-PX□-□□□□□□□-PR ※2
QXタイプ 256／256 XSEL-QX□-□□□□□□□-PR ※2

※1 PR1型ボードは拡張I／Oスロット１～３のいずれか１箇所に装着可能です。
※2 ProfiBus-DPボード装着位置は図3.4と同一です。5軸、6軸仕様でもProfiBus-DPボード装着位

置は4軸仕様と同じです。

フィールドネットワーク
ボード搭載位置

フィールドネットワーク
ボード搭載位置
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（1）小型（Jタイプ）

ProfiBus-DPボード ProfiBus-DPボード 拡張スロット ProfiBus-DPボード

X-SEL-J□-1-PR0-□ X-SEL-J□-2-PR0-□ （標準スロットに設置）
X-SEL-J□-3-PR0-□
X-SEL-J□-4-PR0-□

※1）１軸用、２軸用は、ProfiBus-DPボードでスロットを占有してしまう為、I／Oボードの装着は
できません。

※2）３軸用、４軸用は、“PR0”タイプProfiBus-DPボードが標準スロットだけに装着可能です。
※3）３軸用、４軸用は、拡張スロットに以下の拡張I／Oボード１枚が装着可能です。

拡張I／Oボード
型式①IA-103-X-32 （入力32点　出力16点）

②IA-103-X-16 （入力16点　出力32点）

１軸用※1 ２軸用※1 ３・４軸用※2、※3

図3.1
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X-SEL-K□-□-PR0-□

図3.2

拡張スロット１～３

ProfiBus-DPボード
（標準スロットに設置）

（2）汎用型（Kタイプ）

●標準スロット（I／O1･･･一番左側）には、ProfiBus-DPボードまたは標準I／Oボードのいずれか
が、必ず必要です。
●“PR1”タイプProfiBus-DPボードは拡張スロットの２スロット分を占有します。
この為、このタイプを選択した場合、拡張スロットは１スロット分だけ使用可能です。
●拡張スロットには、拡張I／Oボード※1またはSIOボード※2のいずれかが装着可能です。

※1 拡張Ⅰ/Oボード

型式 ①ⅠA-103-X-32（入力32点 出力16点 NPN仕様）

②ⅠA-103-X-32-P（入力32点 出力16点 PNP仕様）

③ⅠA-103-X-16（入力16点 出力32点 NPN仕様）

④ⅠA-103-X-16-P（入力16点 出力32点 PNP仕様）

⑤ⅠA-ⅠO-3204-NP（入力48点 出力48点 NPN仕様）

⑥ⅠA-ⅠO-3204-PN（入力48点 出力48点 PNP仕様）

⑦ⅠA-ⅠO-3205-NP（入力48点 出力48点 NPN仕様）

⑧ⅠA-ⅠO-3205-PN（入力48点 出力48点 PNP仕様）

（注）⑤⑥はK・P・Qタイプ専用、⑦⑧はJタイプ専用です。

仕様の詳細は「X-SELコントローラ取扱説明書」をご参照ください。

※2 SⅠOボード

形式 ①ⅠA-105-X-MW-A（RS232C用）

②ⅠA-105-X-MW-B（RS422用）

③ⅠA-105-X-MW-C（RS485用）

いずれもボード1枚で2chの対応が可能。
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X-SEL-K□-□-PR1-□

図3.3

拡張スロット２、３

ProfiBus-DPボード
（拡張スロット１に設置）

標準I／Oボード

（3）P/Qタイプ
●フィールドネットワークボード搭載位置に、ProfiBus-DPボードが装着されます。

X-SEL-P-□-□-PR-□-□-□-3

図3.4

X-SEL-Q-□-□-PR-□-□-□-3

ProfiBus-DPボード 標準Ⅰ/O ProfiBus-DPボード

標準Ⅰ/O

拡張Ⅰ/O

｝
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ProfiBus-DP通信コネクタ 

J／K／JX／KX 
タイプ 

P／Q／PX／QX 
タイプ 

ProfiBus-DP通信コネクタ 

ターミネーションスイッチ 

ターミネーションスイッチ 

アドレス設定ダイヤル 

アドレス設定ダイヤル 

モニタ用LED

L4

L1

L2

L3

モニタ用LED

L3
L2

L1
L4

3.2 ProfiBus-DPボード（スレーブ局）の設定
（1）各部の名称
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（2）ProfiBus-DP通信コネクタインターフェース仕様

ProfiBus-DP standard EN50170推奨品である９ピンfemale  D-subコネクタです。

コネクタ

※1.2.4.6.7.9 未使用（配線は不要です。）

（3）バス終端処理の設定　＜ターミネーションスイッチで設定＞

ProfiBus-DPネットワーク上に接続されたユニットの両端のデバイスでは、バスラインへの反射波
を避ける為に終端処理を施す必要があります。
本ProfiBus-DPモジュールでは、この終端処理を簡単に行う事の出来るターミネーションスイッチ
を装備しております。

＜バス終端の設定＞

PinNo. Description Contents
３ B-Line RxD・TxD（プラス側信号ライン）
５ GND シールド
８ A-Line /RxD・/TxD（マイナス側信号ライン）
Housing GND シールド

ターミネーションスイッチON 終端処理有効
（両端以外の場所に接続されている場合に、誤ってスイッ
チをONすると、バスの通信に悪影響や通信異常等を誘発し
ますので注意してください。）

ターミネーションスイッチOFF 終端処理無効

お客様による終端抵抗の取付けは必要ありません。終端抵抗の取付けはバスの通信に悪影響
や通信異常等を誘発しますので絶対に行わないでください。
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LED 色 状態 定義 説明（要因）

L1 － 未使用 未定義 －

L2 緑 全点灯 正常通信状態 ・正常動作中（フィールドバスからオンラ
オンライン イン状態になっていることを示します。）

L3 赤 全点灯 オフライン状態 ・フィールドバスからオフライン状態に
オフライン なっていることを示します。

L4 赤 消灯 異常なし －

異常ステータス 1Hz点滅 I/Oサイズ ・設定されているI/Oサイズに異常があっ
異常 た場合に点滅します。

2Hz点滅 コネクション ・装置設定異常（内部エラー）です。
未確立

4Hz点滅 通信系ハード ・装置初期化時の通信系ハードウェア異
異常 常を検出した場合に点滅します。

（4）ノードアドレス設定　＜アドレス設定ダイヤルで設定＞

Prof iBus-DPスレーブ局アドレスの設定は（1）図内ロータリースイッチの“×10”及び
ロータリースイッチの“×1”で行います。
設定方法は
ノードアドレスNo.＝（ロータリースイッチ“×10の設定値”×10）＋（ロータリースイッチ“×
1の設定値”×1）
となります。
例

注1）ProfiBus-DPの局番設定はProfiBus-DPマスタ局を必ず０として設定しますので、スレーブ局
は１～99のスレーブ局を設定が可能となります。

注2）マスターとの通信中にノードアドレスの変更は出来ません。

（5）モニタ用LEDの表示

ロータリースイッチ設定例
“×10”設定（×10） “×1”設定（×1）

9 0 9

12 1 2

目的設定
局 番 号
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3.3 X-SELのI／Oパラメータ設定（入出力ポートの割付）
ProfiBus-DPで使用するX-SEL入出力ポートを設定します。X-SELではI／Oパラメータにより様々
な入出力ポートのバリエーション設定が可能です。（詳細については「X-SELコントローラ取扱説
明書」を参照ください。以下のパラメータNo.は全てX-SELコントローラI／OパラメータのNo.です。）

3.3.1 ボード装着位置（スロット）とI／Oパラメータ
I／OパラメータNo.2～9について

異常監視I／OパラメータNo.10～13について

但し、お客様責任の元で０～３に変更する事が可能です。
０設定の場合…各スロット装着したボードのエラーに関しては全く監視を行いません。
１設定の場合…各スロット装着したボードのエラーに関しては全て監視を行います。
２設定の場合…各スロット装着したボードのエラーに関してはボード用24V電源供給関連エラーを

除きエラー全て監視を行います。
３設定の場合…各スロット装着したボードのエラーに関してはボード用24V電源供給関連エラーだ

けを監視します。

（1）J／JXタイプ（小型）

（注）‘Jタイプは拡張I／O2および3のスロットがないためパラメータNo.6～9は全て“－１”、No．
12と13は“０”の設定となります。
１軸及び２軸仕様の場合は、No.4と5も同様に“－１”、No.11は“０”となります。

装着したボードに割り付けられたI／O先頭No.を入力します。
使用しないポートNo.部には－1を入力します。

拡張I／Oボード、SIOボードは通常１に設定してください。
ProfiBus-DPボードは通常２に設定してください。

パラメータ No.2   
No.3   
No.10

（３・４軸仕様）　　 
パラメータ No.4   

No.5   
No.11
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（2）K／KXタイプ

注）ProfiBus-DPボード装着の場合は１枚で２スロット分を占有します。従ってAに装着した場合に
はNo.4とNo.5は“－１”、No.11は“０”となります。同様にBに装着した場合はNo.8とNo.9
は“－１”、No.13は“０”となります。

パラメータ No.2   
No.3   
No.10

パラメータ No.4   
No.5   
No.11

パラメータ No.6   
No.7   
No.12

A B

パラメータ No.8  
No.9  
No.13

 

（3）P／PX／Q／QXタイプ

パラメータNo.2 
No.3 
No.10

パラメータNo.16 
No.17 
No.18

標準Ⅰ/OProfiBus-DP

パラメータNo.2 
No.3 
No.10

パラメータNo.4 
No.5 
No.11

パラメータNo.8 
No.9 
No.13

パラメータNo.6 
No.7 
No.11

パラメータNo.16 
No.17 
No.18

標準Ⅰ/O 拡張Ⅰ/OProfiBus-DP
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3.3.2 出荷時パラメータ（標準設定）
（1）J／K／JX／KXタイプ出荷時パラメータ

Ａ：Ｘ-SEL-J□-□-PR0-□
B ：Ｘ-SEL-K□-□-PR0-□
C ：Ｘ-SEL-K□-□-PR1-□

¡I／Oパラメータ
設　定　値

No． パラメータ名称 入力範囲
A B C

備　　　考

l 入出力ポート割付種別 0～20 0 0 0 0：固定割付

1：自動割付（優先順位：スロット1～）

※スロット1より連続実装範国分のみ

割付＝安全の為）

2 標準I/O固定割付時 －1～599 000 000 －1 0＋（8の倍数）（マイナス時無効）

入力ポート開始No.（I/O1）

3 標準I/O固定割付時 －1～599 300 300 －1 300＋（8の倍数）（マイナス時無効）

出力ポート開始No.（I/O1）

4 拡張I/O1固定割付時 －1～599 －1 －1 －1 0＋（8の倍数）（マイナス時無効）

入力ポート開始No.（I/O2） （標準I/Oの隣のスロット）

5 拡張I/O1固定割付時 －1～599 －1 －1 －1 300＋（8の倍数）（マイナス時無効）

出力ポート開始No.（I/O2）

6 拡張I/O2固定割付時 －1～599 －1 －1 000 0＋（8の倍数）（マイナス時無効）

入力ポート開始No.（I/O3）

7 拡張I/O2固定割付時 －1～599 －1 －1 300 300＋（8の倍数）（マイナス時無効）

出力ポート開始No.（I/O3）

8 拡張I/O3固定割付時 －1～599 －1 －1 －1 0＋（8の倍数）（マイナス時無効）

入力ポート開始No.（I/O4）

9 拡張I/O3固定割付時 －1～599 －1 －1 －1 300＋（8の倍数）（マイナス時無効）

出力ポート開始No.（I/O4）

10 標準I/O異常監視 0～5 2 2 2 0：非監視

11 拡張I/O1異常監視 0～5 0 0 0 1：監視

12 拡張I/O2異常監視 0～5 0 0 2 2：監視（24V  I/O電源関連エラー非監視）

（メインアプリVer.0.55以後）

13 拡張I/O3異常監視 0～5 0 0 0 3：監視（24V  I/O電源関連エラーだけ非監視）

（メインアプリVer.0.55以後）

14 ネットワークI/Fカードリモート 0～256 64 64 64 8の倍数

入力使用ポ－卜数

15 ネットワークI/Fカードリモート 0～256 64 64 64 8の倍数

出力使用ポート数
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（2）P／PX／Q／QXタイプ出荷時パラメータ

No.

0～20 
 

 

 

－1～599 

 

－1～599 

 

－1～599 

 

－1～599 

 

－1～599 

 

－1～599 

 

－1～599 

 

－1～599 

 

0～5 

0～5 

0～5 

0～5 

0～256 

 

0～256 

 

－1～599 

 

－1～599 

 

0～5

入出力ポート割付種別 
 

 

 

標準Ⅰ/O固定割付時 

入力ポート開始No.（Ⅰ/O1） 

標準Ⅰ/O固定割付時 

出力ポート開始No.（Ⅰ/O1） 

拡張Ⅰ/O1固定割付時 

入力ポート開始No.（Ⅰ/O2） 

拡張Ⅰ/O1固定割付時 

出力ポート開始No.（Ⅰ/O2） 

拡張Ⅰ/O2固定割付時 

入力ポート開始No.（Ⅰ/O3） 

拡張Ⅰ/O2固定割付時 

出力ポート開始No.（Ⅰ/O3） 

拡張Ⅰ/O3固定割付時 

入力ポート開始No.（Ⅰ/O4） 

拡張Ⅰ/O3固定割付時 

出力ポート開始No.（Ⅰ/O4） 

標準Ⅰ/O異常監視（Ⅰ/O1） 

拡張Ⅰ/O1異常監視（Ⅰ/O2） 

拡張Ⅰ/O2異常監視（Ⅰ/O3） 

拡張Ⅰ/O3異常監視（Ⅰ/O4） 

ネットワークⅠ/Fモジュール 

リモート入力使用ポート数 

ネットワークⅠ/Fモジュール 

リモート出力使用ポート数 

ネットワークⅠ/Fモジュール 

固定割付時入力ポート開始No. 

ネットワークⅠ/Fモジュール 

固定割付時出力ポート開始No. 

ネットワークⅠ/Fモジュール 

異常監視 

1 
 

 

 

2 

 

3 

 

4 

 

5 

 

6 

 

7 

 

8 

 

9 

 

10 

11 

12 

13 

14 

 

15 

 

16 

 

17 

 

18

0 
 

 

 

－1 

 

－1 

 

－1 

 

－1 

 

－1 

 

－1 

 

－1 

 

－1 

 

0 

0 

0 

0 

64 

 

64 

 

0 

 

300 

 

1

0：固定割付 
1：自動割付（優先順位：ネットワークⅠ/Fモジュール
→スロット1（標準Ⅰ/O）～、 

※スロット1より連続実装範囲分だけ割付=安全の為） 

0＋（8の倍数）（マイナス時無効） 

 

300＋（8の倍数）（マイナス時無効） 

 

0＋（8の倍数）（マイナス時無効） 

（標準Ⅰ/Oの隣のスロット） 

300＋（8の倍数）（マイナス時無効） 

 

0＋（8の倍数）（マイナス時無効） 

 

300＋（8の倍数）（マイナス時無効） 

 

0＋（8の倍数）（マイナス時無効） 

 

300＋（8の倍数）（マイナス時無効） 

 

0：非監視　 

1：監視 

2：監視（24V Ⅰ/O 電源関連エラー非監視） 

3：監視（24V Ⅰ/O 電源関連エラーだけを監視） 

8の倍数 

 

8の倍数 

 

0＋（8の倍数）（マイナス時無効） 

 

300＋（8の倍数）（マイナス時無効） 

 

0：非監視 

1：監視 

※一部例外有り 

入力範囲 パラメータ名称 設 定 値  備　考 

（Ⅰ/O1）～（Ⅰ/O4）はスロットNo.を表します。
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3.3.3 Ｘ-SEL I／O自動割付を行う場合
ProfiBus-DPで使用するX-SELの入出力ポートを設定します。X-SELではI／Oパラメータにより
様々な入出力ポートのバリエーション設定が可能です。（詳細については「X-SELコントローラ取
扱説明書」をご参照ください。）
本書では、代表的な設定方法を以下に示します。
基本的には、I／OパラメータのNo.1で入出力ポート割付種別を自動割付とし、No.2および3で入出
力ポートアドレスを設定します。拡張I／Oを使用する場合、スロット番号順に拡張I／Oを装着すれ
ばI／Oポートは自動的に割付けられるためパラメータの拡張I／O入出力開始No.の設定は不要です。

3.3.4 J／JX／K／KXタイプコントローラ設定例
（1）標準I／OスロットにProfiBus-DPボードだけ実装されている場合の設定例（自動割付）

（標準I／OスロットにProfiBus-DPボード、拡張I／Oスロットには何も設置されていない場合。）

例：自動割付で且つ、ProfiBus-DPスレーブ局の使用入出力ポート数を入力128点／出力128
点としたい場合は以下の設定となります。

①I／OパラメータのNo.1に1を入力し自動割付に設定します。
②I／OパラメータのNo.10“標準I／O異常監視”を２に設定します。
③I／Oパラメータの14および、15の“入出力使用ポート数”を指定するだけで設定終了です。
＜０～256（16の倍数）が入力可能＞

IOパラメータ番号 値 説　　　明
1 １ I/O番号を自動的に割り当てます。
2 0 標準DIを入力ポート0番から割り当てます。
3 300 標準DOを出力ポート300番から割り当てます。
14 n ProfiBus-DP入力点数を16の倍数で指定（16≦n≦256）
15 m ProfiBus-DP 出力点数を16の倍数で指定（16≦m≦256）

入力ポートNo.000～015

出力ポートNo.300～315

使用しない

（１軸用、２軸用には無し）

X-SEL（Jタイプ３、４軸用）
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X-SEL（Kタイプ）

入力ポートNo.000～015

出力ポートNo.300～315 使用しない

No． パラメータ名称 入力範囲 設　定 備　　　考

1 入出力ポート割付種別 0～20 1 0：固定割付

1：自動割付（優先順位：スロット1～）

※スロット1より連続実装範囲分だけ割付

＝安全の為）

2 標準I/O固定割付時 －1～599 000 0＋（8の倍数）（マイナス時無効）

入力ポート開始No.（I/O1）

3 標準I/O固定割付時 －1～599 300 300＋（8の倍数）（マイナス時無効）

出力ポート開始No.（I/O1）

4 拡張I/O1固定割付時 －1～599 －1 0＋（8の倍数）（マイナス時無効）

入力ポート開始No.（I/O2） （標準I/Oの隣のスロット）

5 拡張I/O1固定割付時 －1～599 －1 300＋（8の倍数）（マイナス時無効）

出力ポート開始No.（I/O2）

6 拡張I/O2固定割付時 －1～599 －1 0＋（8の倍数）（マイナス時無効）

入力ポート開始No.（I/O3）

7 拡張I/O2固定割付時 －l～599 －1 300＋（8の倍数）（マイナス時無効）

出力ポート開始No.（I/O3）

8 拡張I/O3固定割付時 －1～599 －1 0＋（8の倍数）（マイナス時無効）

入力ポート開始No.（I/O4）

9 拡張I/O3固定割付時 －1～599 －1 300＋（8の倍数）（マイナス時無効）

出力ポート開始No.（I/O4）

10 標準I/O異常監視 0～5 2 0：非監視

11 拡張I/O1異常監視 0～5 0 1：監視　

2：監視（24V  I/O電源関連エラー非監視）

12 拡張I/O2異常監視 0～5 0 （メインアプリVer.0.55以後）

13 拡張I/O3異常監視 0～5 0 3：監視（24V  I/O電源関連エラーだけ非監視）

（メインアプリVer.0.55以後）

14 ネットワークI/Fカードリモート入力 0～256 128 16の倍数

使用ポート数

15 ネットワークI/Fカードリモート出力 0～256 128 16の倍数

使用ポート数
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（2）ProfiBus-DPボードと拡張I／Oボードを併用した場合の設定例
（自動割付時）
拡張I／OのボードNo.はI／Oパラメータの14および、15で設定されたProfiBus-DPスレーブ
局I／Oポート数に応じて自動的に、ポートNo.が割り付けられます。

例：ProfiBus-DPスレーブ局の入出力を入力256点／出力256点とし、拡張I／Oボード（IA-
103-X-32：入力32点出力16点）を拡張I／O1スロットに１枚実装した場合、I／Oパラメ
ータの14および、15に256をそれぞれ入力するだけでI／Oパラメータ２、３は以下のよ
うに自動設定されます。

標準I／OスロットにProfiBus-DPボード、拡張I／O1スロットに拡張I／Oボードを実装。
①I／Oパラメータの１に１を入力し自動割付に設定します。
②I／OパラメータのNo.10“標準I／O異常監視”を２に設定します。
③I／OパラメータのNo.11“標準I／O異常監視”を１～３に設定します。
④I／Oパラメータの14および、15の“入出力使用ポート数”を指定するだけで設定終了です。
＜８～256（８の倍数）が入力可能＞

入力ポートNo.は標準的にNo.0から割付けられ、ProfiBus-DPスレーブ局が既に０～255
（計256点）を占有していますので拡張I／O1固定割付時入力ポート開始No.は256に自動割
付されます。
一方、出力ポートNo.は標準的にNo.300から割付けられますが、ProfiBus-DPスレーブ局が
既に300～555（計256点）を占有していますので自動的に拡張I／O1固定割付時入力ポート
開始No.は556となります。

X-SEL（Jタイプ３、４軸用）

X-SEL（Kタイプ）

入力ポートNo.256～287

出力ポートNo.556～571

入力ポートNo.000～255

出力ポートNo.300～555

入力ポートNo.000～255

出力ポートNo.300～555

入力ポートNo.256～287

出力ポートNo.556～571

24

PROFIBUS-DP

3.

X-

S
E
L
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ



ProfiBus-DP

17

No． パラメータ名称 入力範囲 設　定 備　　　考

1 入出力ポート割付種別 0～20 1 0：固定割付

1：自動割付（優先順位：スロット1～）

※スロット1より連続実装範囲分だけ割付

＝安全の為）

2 標準I/O固定割付時 －1～599 000 0＋（8の倍数）（マイナス時無効）

入力ポート開始No.（I/O1）

3 標準I/O固定割付時 －1～599 300 300＋（8の倍数）（マイナス時無効）

出力ポート開始No.（I/O1）

4 拡張I/O1固定割付時 －1～599 256 0＋（8の倍数）（マイナス時無効）

入力ポート開始No.（I/O2） （標準I/Oの隣のスロット）

5 拡張I/O1固定割付時 －1～599 556 300＋（8の倍数）（マイナス時無効）

出力ポート開始No.（I/O2）

6 拡張I/O2固定割付時 －1～599 －1 0＋（8の倍数）（マイナス時無効）

入力ポート開始No.（I/O3）

7 拡張I/O2固定割付時 －l～599 －1 300＋（8の倍数）（マイナス時無効）

出力ポート開始No.（I/O3）

8 拡張I/O3固定割付時 －1～599 －1 0＋（8の倍数）（マイナス時無効）

入力ポート開始No.（I/O4）

9 拡張I/O3固定割付時 －1～599 －1 300＋（8の倍数）（マイナス時無効）

出力ポート開始No.（I/O4）

10 標準I/O異常監視 0～5 2 0：非監視

11 拡張I/O1異常監視 0～5 1 1：監視　

12 拡張I/O2異常監視 0～5 0 2：監視（24V  I/O電源関連エラー非監視）

13 拡張I/O3異常監視 0～5 0 3：監視（24V  I/O電源関連エラーだけ非監視）

（メインアプリVer.0.55以後）

14 ネットワークI/Fカードリモート入力 0～256 256 16の倍数

使用ポート数

15 ネットワークI/Fカードリモート出力 0～256 256 16の倍数

使用ポート数
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（3）ProfiBus-DPボードと拡張I／Oボードを併用した場合の設定例（固定割付時）
固定割付（I／OパラメータNo.1を０設定）設定により、それぞれのI／Oポート開始No.を任
意に設定する事が出来ます。
I／Oのポート先頭No．（入力No.0～／出力No.300～）は、自動割付では、標準I／Oからしか
設定出来ませんでしたが、固定割付を使用することにより、他の拡張I／O1～3においてI／O
ポート先頭No．（入力No.0～／出力No.300～）設定を行う事が出来ます。

例：ProfiBus-DPスレーブ局の入出力を入力256点／出力256点とし、拡張I／Oボード（IA-
103-X-32：入力32点出力16点）を拡張I／O1スロットに１枚実装した時、以下の様にポ
ート割付を行う場合は、I／Oのポート先頭No．（入力No.0～／出力No.300～）を拡張I／
Oに、その続きNo.を標準I／Oに実装されているProfiBus-DPスレーブ局を割り付ける。

①I／OパラメータNo.1に１を入力し固定割付に設定します。
②I／OパラメータNo.４“拡張I／O1固定割付時入力ポート開始No．”を０に設定します。
③I／OパラメータNo.５“拡張I／O1固定割付時出力ポート開始No．”を300に設定します。
④拡張I／OボードIA-103-X-32は入力32点出力16点仕様であるので拡張I／OポートNo.末番は
入力31、出力15となります。
⑤I／OパラメータNo.２“標準I／O固定割付時入力ポート開始No．”を32に設定します。
⑥I／OパラメータNo.３“標準I／O固定割付時出力ポート開始No．”を16に設定します。
⑦I／OパラメータNo.10“標準I／O異常監視”を２に設定します。
⑧I／OパラメータNo.11“標準I／O異常監視”を１～３に設定します。
⑨ProfiBus-DPスレーブ局の入出力を最大値256／256で使用しますのでI／Oパラメータの14
および、15の“入出力使用ポート数”は256をそれぞれ入力し設定終了です。

X-SEL（Kタイプ）

入力ポートNo. 032～287

出力ポートNo. 316～571

入力ポートNo. 000～031

出力ポートNo. 300～315
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No． パラメータ名称 入力範囲 設　定 備　　　考

1 入出力ポート割付種別 0～20 1 0：固定割付

1：自動割付（優先順位：スロット1～）

※スロット1より連続実装範囲分だけ割付

＝安全の為）

2 標準I/O固定割付時 －1～599 032 0＋（8の倍数）（マイナス時無効）

入力ポート開始No.（I/O1）

3 標準I/O固定割付時 －1～599 316 300＋（8の倍数）（マイナス時無効）

出力ポート開始No.（I/O1）

4 拡張I/O1固定割付時 －1～599 000 0＋（8の倍数）（マイナス時無効）

入力ポート開始No.（I/O2） （標準I/Oの隣のスロット）

5 拡張I/O1固定割付時 －1～599 300 300＋（8の倍数）（マイナス時無効）

出力ポート開始No.（I/O2）

6 拡張I/O2固定割付時 －1～599 －1 0＋（8の倍数）（マイナス時無効）

入力ポート開始No.（I/O3）

7 拡張I/O2固定割付時 －l～599 －1 300＋（8の倍数）（マイナス時無効）

出力ポート開始No.（I/O3）

8 拡張I/O3固定割付時 －1～599 －1 0＋（8の倍数）（マイナス時無効）

入力ポート開始No.（I/O4）

9 拡張I/O3固定割付時 －1～599 －1 300＋（8の倍数）（マイナス時無効）

出力ポート開始No.（I/O4）

10 標準I/O異常監視 0～5 1 0：非監視

11 拡張I/O1異常監視 0～5 2 1：監視　

12 拡張I/O2異常監視 0～5 0 2：監視（24V  I/O電源関連エラー非監視）

13 拡張I/O3異常監視 0～5 0 3：監視（24V  I/O電源関連エラーだけ非監視）

（メインアプリVer.0.55以後）

14 ネットワークI/Fカードリモート入力 0～256 256 16の倍数

使用ポート数

15 ネットワークI/Fカードリモート出力 0～256 256 16の倍数

使用ポート数
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3.3.5 P／PX／Q／QXタイプコントローラの設定例

（1）ProfiBus-DPボードだけを使用した場合の設定例（自動割付）
例：ProfiBus-DPボードにX-SELの標準Ⅰ/Oボード（50ピンコネクタ）と同様に、Ⅰ/Oポート
の先頭から入力32点、出力16点を使用し、他の入出力ポートを使用しない場合の設定です。

①Ⅰ/OパラメータのNo.1に1を入力し自動割付に設定します。（標準設定）

②Ⅰ/OパラメータのNo.10“標準Ⅰ/O異常監視”を2に設定します。（標準設定）

③Ⅰ/Oパラメータの14および、15の“入出力使用ポート数”を指定するだけで設定終了です。

＜0～256（16の倍数）が入力可能＞

使用しない

入力ポートNo. 000～015

出力ポートNo. 300～315
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X-SEL P／PX／Q／QXタイプコントローラⅠ/Oパラメータ

No. パラメータ名称 初期 値 （ 参 考 ） 入力範囲 設　定 備　考 

1 入出力ポート割付種別 0 0～ 20 1 0：固定割付 

2 標準Ⅰ/O固定割付時 －1 － 1～ 599 －1 0＋（ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

入力ポート開始 No.（Ⅰ/O1） 

No.（Ⅰ/O1） 

No.（Ⅰ/O2） 

No.（Ⅰ/O2） 

No.（Ⅰ/O3） 

No.（Ⅰ/O3） 

No.（Ⅰ/O4） 

No.（Ⅰ/O4） 

（Ⅰ/O1） 

（Ⅰ/O2） 

（Ⅰ/O3） 

（Ⅰ/O4） 

3 標準Ⅰ/O固定割付時 －1 － 1～ 599 300＋ （ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

出力ポート開始 

4 拡張Ⅰ/O1固定割付時 － 1 － 1～ 599 0＋ （8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

入力ポート開始 （標準Ⅰ/Oの隣のスロット） 

5 拡張Ⅰ/O1固定割付時 － 1 － 1～ 599 300＋ （ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

出力ポート開始 

6 拡張Ⅰ/O2固定割付時 － 1 － 1～ 599 0＋（ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

入力ポート開始 

7 拡張Ⅰ/O2固定割付時 － 1 － 1～ 599 300＋ （ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

出力ポート開始 

8 拡張Ⅰ/O3固定割付時 － 1 － 1～ 599 0＋（ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

入力ポート開始 

9 拡張Ⅰ/O3固定割付時 － 1

－1

－ 1

－ 1

－ 1

－ 1

－ 1

－ 1－ 1～ 599 300＋ （ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

出力ポート開始 

10 標準Ⅰ/O異常監視 0 0～ 5 0

  

11 拡張Ⅰ/O1異常監視 0 0～ 5 0

12 拡張Ⅰ/O2異常監視 0 0～ 5 0

13 拡張Ⅰ/O3異常監視 0 0～ 5 0

14 ネットワークⅠ/Fモジュール 64 0～ 256 32 8の倍数 

リモート入力使用ポート数 

15 
 

ネットワークⅠ/Fモジュール 64

0

1

300

0～ 256 16 8の倍数 
 リモート出力使用ポート数 

0：非監視　 

2：監視 
1：監視 

3：監視　 
（24V Ⅰ/O 電源関連エラー非監視） 
（24V Ⅰ/O 電源関連エラーだけを監視） 
 

－1～599 

 

－1～599 

 

0～5

ネットワークⅠ/Fモジュール 

固定割付時入力ポート開始No. 

ネットワークⅠ/Fモジュール 

固定割付時入力ポート開始No. 

ネットワークⅠ/Fモジュール 

異常監視 

16 

 

17 

 

18

0 

 

300 

 

1

0＋（8の倍数）（マイナス時無効） 

 

300＋（8の倍数）（マイナス時無効） 

 

0：非監視 

1：監視 

※一部例外有り 

1：自動割付（優先順位：ネットワークⅠ/Fモジ
ュール→スロット1（標準Ⅰ/O）～、 
※スロット1より連続実装範囲分だけ割付=安全の為） 

（Ⅰ/O1）～（Ⅰ/O4）はスロットNo.を表します。
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（2）ProfiBus-DPボードと標準Ⅰ/Oボードを併用した場合の設定例（自動割付）

例：ProfiBus-DPボードに標準Ⅰ/Oポートの先頭から入出力各256点を割付け、次のⅠ
/OポートNo.から標準Ⅰ/Oボードに割付ける場合の設定です。

①Ⅰ/OパラメータのNo.1に1を入力し自動割付に設定します。
②Ⅰ/OパラメータのNo.10“標準Ⅰ/O異常監視”を2に設定します。
③Ⅰ/OパラメータのNo.11“標準Ⅰ/O異常監視”を1～3に設定します。
④Ⅰ/Oパラメータの14および、15の“入出力使用ポート数”を指定するだけで設定終了です。
＜8～256（8の倍数）が入力可能＞

拡張Ⅰ/OボードNo.はⅠ/Oパラメータの14および、15で設定されたProfiBus-DPス
レーブ局Ⅰ/Oポート数に応じて自動的にポートNo.が割り付けられます。

入力ポートNo. 256～287

出力ポートNo. 556～571

入力ポートNo. 000～255

出力ポートNo. 300～555
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X-SEL P／PX／Q／QXタイプコントローラⅠ/Oパラメータ

No. パラメータ名称 初期 値 （ 参 考 ） 入力範囲 設　定 備　考 

1 入出力ポート割付種別 0 0～ 20 1 0：固定割付 

2 標準Ⅰ/O固定割付時 －1 － 1～ 599 256 0＋（ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

入力ポート開始 No.（Ⅰ/O1） 

No.（Ⅰ/O1） 

No.（Ⅰ/O2） 

No.（Ⅰ/O2） 

No.（Ⅰ/O3） 

No.（Ⅰ/O3） 

No.（Ⅰ/O4） 

No.（Ⅰ/O4） 

（Ⅰ/O1） 

（Ⅰ/O2） 

（Ⅰ/O3） 

（Ⅰ/O4） 

3 標準Ⅰ/O固定割付時 －1 － 1～ 599 300＋ （ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

出力ポート開始 

4 拡張Ⅰ/O1固定割付時 －1 － 1～ 599 0＋ （8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

入力ポート開始 （標準Ⅰ/Oの隣のスロット） 

5 拡張Ⅰ/O1固定割付時 －1 － 1～ 599 300＋ （ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

出力ポート開始 

6 拡張Ⅰ/O2固定割付時 －1 － 1～ 599 0＋（ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

入力ポート開始 

7 拡張Ⅰ/O2固定割付時 －1 － 1～ 599 300＋ （ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

出力ポート開始 

8 拡張Ⅰ/O3固定割付時 －1 － 1～ 599 0＋（ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

入力ポート開始 

9 拡張Ⅰ/O3固定割付時 －1

556

－1

－1

－1

－1

－1

－1－ 1～ 599 300＋ （ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

出力ポート開始 

10 標準Ⅰ/O異常監視 0 0～ 5 1

  

11 拡張Ⅰ/O1異常監視 0 0～ 5 0

12 拡張Ⅰ/O2異常監視 0 0～ 5 0

13 拡張Ⅰ/O3異常監視 0 0～ 5 0

14 ネットワークⅠ/Fモジュール 64 0～ 256 16の倍数 

リモート入力使用ポート数 

15 ネットワークⅠ/Fモジュール 64 0～ 256 256

256

16の倍数 
リモート出力使用ポート数 

0：非監視 

1：監視 

2：監視（24V Ⅰ/O電源関連エラー非監視） 

3：監視（24V Ⅰ/O電源関連エラーだけを監視） 

0

1

300

－1～599 

 

－1～599 

 

0～5

ネットワークⅠ/Fモジュール 

固定割付時入力ポート開始No. 

ネットワークⅠ/Fモジュール 

固定割付時入力ポート開始No. 

ネットワークⅠ/Fモジュール 

異常監視 

16 

 

17 

 

18

0 

 

300 

 

1

0＋（8の倍数）（マイナス時無効） 

 

300＋（8の倍数）（マイナス時無効） 

 

0：非監視 

1：監視 

※一部例外有り 

1：自動割付（優先順位：ネットワークⅠ/Fモジ
ュール→スロット1（標準Ⅰ/O）～、 
※スロット1より連続実装範囲分だけ割付=安全の為） 

（Ⅰ/O1）～（Ⅰ/O4）はスロットNo.を表します。
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（3）ProfiBus-DPボードと標準I／Oボードを併用した場合の設定例（固定割付時）
I／Oのポート先頭No．（入力No.0～／出力No.300～）は、自動割付では、標準I／Oからしか
設定出来ませんでしたが、固定割付を使用することにより、他の拡張I／O1～3においてI／O
ポート先頭No．（入力No.0～／出力No.300～）設定を行う事が出来ます。

例：ProfiBus-DPスレーブ局の入出力を入力256点／出力256点とし、拡張I／Oボード（IA-
103-X-32：入力32点出力16点）を拡張I／O1スロットに１枚実装した時、以下の様にポ
ート割付を行う場合は、I／Oのポート先頭No．（入力No.0～／出力No.300～）を拡張I／
Oに、その続きNo.を標準I／Oに実装されているProfiBus-DPスレーブ局を割り付ける。

①I／OパラメータNo.1に１を入力し固定割付に設定します。
②I／OパラメータNo.４“拡張I／O1固定割付時入力ポート開始No．”を０に設定します。
③I／OパラメータNo.５“拡張I／O1固定割付時出力ポート開始No．”を300に設定します。
④拡張I／OボードIA-103-X-32は入力32点出力16点仕様であるので拡張I／OポートNo.末番は
入力31、出力15となります。
⑤I／OパラメータNo.２“標準I／O固定割付時入力ポート開始No．”を32に設定します。
⑥I／OパラメータNo.３“標準I／O固定割付時出力ポート開始No．”を16に設定します。
⑦I／OパラメータNo.10“標準I／O異常監視”を２に設定します。
⑧I／OパラメータNo.11“標準I／O異常監視”を１～３に設定します。
⑨ProfiBus-DPスレーブ局の入出力を最大値256／256で使用しますのでI／Oパラメータの14
および、15の“入出力使用ポート数”は256をそれぞれ入力し設定終了です。

入力ポートNo. 000～031

出力ポートNo. 300～315

入力ポートNo. 032～287

出力ポートNo. 316～571
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X-SEL P／PX／Q／QXタイプコントローラⅠ/Oパラメータ

No. パラメータ名称 初期 値 （ 参 考 ） 入力範囲 設　定 備　考 

1 入出力ポート割付種別 0 0～ 20 0 0：固定割付 

2 標準Ⅰ/O固定割付時 －1 － 1～ 599 000 0＋（ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

入力ポート開始 No.（Ⅰ/O1） 

No.（Ⅰ/O1） 

No.（Ⅰ/O2） 

No.（Ⅰ/O2） 

No.（Ⅰ/O3） 

No.（Ⅰ/O3） 

No.（Ⅰ/O4） 

No.（Ⅰ/O4） 

（Ⅰ/O1） 

（Ⅰ/O2） 

（Ⅰ/O3） 

（Ⅰ/O4） 

3 標準Ⅰ/O固定割付時 －1 － 1～ 599 300＋ （ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

出力ポート開始 

4 拡張Ⅰ/O1固定割付時 －1 － 1～ 599 0＋ （8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

入力ポート開始 （標準Ⅰ/Oの隣のスロット） 

5 拡張Ⅰ/O1固定割付時 －1 － 1～ 599 300＋ （ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

出力ポート開始 

6 拡張Ⅰ/O2固定割付時 －1 － 1～ 599 0＋（ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

入力ポート開始 

7 拡張Ⅰ/O2固定割付時 －1 － 1～ 599 300＋ （ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

出力ポート開始 

8 拡張Ⅰ/O3固定割付時 －1 － 1～ 599 0＋（ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

入力ポート開始 

9 拡張Ⅰ/O3固定割付時 －1

300

－1

－1

－1

－1

－1

－1－ 1～ 599 300＋ （ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

出力ポート開始 

10 標準Ⅰ/O異常監視 0 0～ 5 1

  

11 拡張Ⅰ/O1異常監視 0 0～ 5 0

12 拡張Ⅰ/O2異常監視 0 0～ 5 0

13 拡張Ⅰ/O3異常監視 0 0～ 5 0

14 ネットワークⅠ/Fモジュール 64 0～ 256 8の倍数 

リモート入力使用ポート数 

15 ネットワークⅠ/Fモジュール 64 0～ 256 256

256

8の倍数 
リモート出力使用ポート数 

0：非監視 
1：監視 
2：監視（24V Ⅰ/O電源関連エラー非監視） 
3：監視（24V Ⅰ/O電源関連エラーだけを監視） 
 

0

1

300

－1～599 

 

－1～599 

 

0～5

ネットワークⅠ/Fモジュール 

固定割付時入力ポート開始No. 

ネットワークⅠ/Fモジュール 

固定割付時入力ポート開始No. 

ネットワークⅠ/Fモジュール 

異常監視 

16 

 

17 

 

18

032 

 

316 

 

1

0＋（8の倍数）（マイナス時無効） 

 

300＋（8の倍数）（マイナス時無効） 

 

0：非監視 

1：監視 

※一部例外有り 

1：自動割付（優先順位：ネットワークⅠ/Fモジ
ュール→スロット1（標準Ⅰ/O）～、 
※スロット1より連続実装範囲分だけ割付=安全の為） 

（Ⅰ/O1）～（Ⅰ/O4）はスロットNo.を表します。
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3.3.6 X-SEL I／OポートNo．
X-SELの標準I／OポートNo.を以下に示します。
X-SELのポートNo.や機能割付はI／Oパラメータによって変更することが可能です。
（詳細については「X-SELコントローラ取扱説明書」をご参照ください。）

（注）機能は出荷時の標準パラメータ設定の場合です。

ポートNo. 機能 ポートNo. 機能

000 プログラムスタート 300 アラーム出力

001 汎用入力 301 レディ出力

002 汎用入力 302 非常停止出力

003 汎用入力 303 汎用出力

004 汎用入力 304 汎用出力

005 汎用入力 305 汎用出力

006 汎用入力 306 汎用出力

007 プログラム指定（PRG No.1） 307 汎用出力

入力 008 プログラム指定（PRG No.2） 出力 308 汎用出力

009 プログラム指定（PRG No.4） 309 汎用出力

010 プログラム指定（PRG No.8） 310 汎用出力

011 プログラム指定（PRG No.10） 311 汎用出力

012 プログラム指定（PRG No.20） 312 汎用出力

013 プログラム指定（PRG No.40） 313 汎用出力

014 汎用入力 314 汎用出力

015 汎用入力 315 汎用出力
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3.3.7 X-SEL I／OポートNo.とPLCアドレス対応
PLCの入出力領域（メモリ）におけるX-SEL  ProfiBus-DPボードI／O割付はX-SEL側でのI／O点数
設定に応じてPLCメモリを占有する領域が変化します。

以下は、X-SEL  I／Oパラメータの設定によるX-SEL  I／OポートNo.とPLCのI／Oアドレスとの関
係を示したものです。

（1）システム構成例
以下にシステム構成例を示します。

ProfiBus-DPボードI／O割付は16ビット（I／O16点分）つまり１Wordを１単位として割り付
けます。

バス局番 

スレーブ局１（入力16点） 

X-SEL（スレーブ局２） 

スレーブ局３（出入力32／32点） 

局番１ 

P
rofiB

us-D
P

C
P
U電

源 

マ
ス
タ
局 

局番２ 
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（2）マスタ局におけるアドレスの割付
コンフィグレータにより（1）の構成を設定する際、スレーブ局２に設定されたX-SELの入出力
数を決定する必要があります。（但し、マスタ局におけるスレーブ局占有可能局数を16ワードに
設定したとします。）

（3）3.3.7（1）の構成例に基づき構成されたＸ-SELの入出力点数を合計８ワード（128点）とした場合

Ｘ-SELのI／Oパラメータは以下のように設定します。

No． パラメータ名称 入力範囲 設　定 備　　　考

1 入出力ポート割付種別 0～20 1 0：固定割付

1：自動割付（優先順位：スロット1～）

※スロット1より連続実装範囲分だけ割付

＝安全の為）

2 標準I/O固定割付時 －1～599 000 0＋（8の倍数）（マイナス時無効）

入力ポート開始No.（I/O1）

3 標準I/O固定割付時 －1～599 300 300＋（8の倍数）（マイナス時無効）

出力ポート開始No.（I/O1）

4 拡張I/O1固定割付時 －1～599 －1 0＋（8の倍数）（マイナス時無効）

入力ポート開始No.（I/O2） （標準I/Oの隣のスロット）

5 拡張I/O1固定割付時 －1～599 －1 300＋（8の倍数）（マイナス時無効）

出力ポート開始No.（I/O2）

6 拡張I/O2固定割付時 －1～599 －1 0＋（8の倍数）（マイナス時無効）

入力ポート開始No.（I/O3）

7 拡張I/O2固定割付時 －l～599 －1 300＋（8の倍数）（マイナス時無効）

出力ポート開始No.（I/O3）

8 拡張I/O3固定割付時 －1～599 －1 0＋（8の倍数）（マイナス時無効）

入力ポート開始No.（I/O4）

9 拡張I/O3固定割付時 －1～599 －1 300＋（8の倍数）（マイナス時無効）

出力ポート開始No.（I/O4）

10 標準I/O異常監視 0～5 2 0：非監視

11 拡張I/O1異常監視 0～5 0 1：監視　

2：監視（24V  I/O電源関連エラー非監視）

12 拡張I/O2異常監視 0～5 0 （メインアプリVer.0.55以後）

13 拡張I/O3異常監視 0～5 0 3：監視（24V  I/O電源関連エラーだけ非監視）

（メインアプリVer.0.55以後）

14 ネットワークI/Fカードリモート入力 0～256 64 16の倍数

使用ポート数

15 ネットワークI/Fカードリモート出力 0～256 64 16の倍数

使用ポート数
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4）設定されたノードアドレスに対応するPLCバッファメモリのCHアドレスを先頭に16点単位で入
出力ポートNo.が割付けられます。この時入出力ポートNo.の小さい方から順にPLCバッファメ
モリの下位ビットから割り付けられます。
これにより、PLC側のアドレス割付けは次のようになります。

入力ポート No.
（ bitアドレス ） 

出力ポート No.
（ bitアドレス ） 

15 0 15 0

PLC出力バッファメモリ 
bit位置 

PLC入力バッファメモリ 
bit位置 CHアドレス 

MM

MM＋1

NN

NN＋1

000 
001 
002 
003 
004 
005 
006 
007 
008 
009 
010 
011 
012 
013 
014 
015 
016 
017 
018 
019 
020 
021 
022 
023 
024 
025 
026 
027 
028 
029 
030 
031

0 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
300 
301 
302 
303 
304 
305 
306 
307 
308 
309 
310 
311 
312 
313 
314 
315

X-SEL

X-SEL

No.000～015 入力　16点 

No.300～315

No.316～331

No.332～347

No.348～363

入力　32点 

No.016～031

No.032～047

No.048～063

出力　32点 

（注）NN, MMはノードアドレスnnに対応するPLCのCHアドレスです。

（nn、nn＋1、nn＋2  … ）は使用する入出力点数により、ノードアドレスが占有されますので、
ノードアドレスの重複設定に注意してください。
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5）ビットアドレスの表記例…富士電機の場合
X-SEL入出力それぞれのI／OにはPLCからみたアドレス（ワードアドレス）を割付ます。
まず、下記にビットアドレスの表記規則を表示致します。

接頭辞　
％IX    …入力用ビットアドレス（１ビットごとのアドレス）
％IW   …入力用ワードアドレス（１ワードごとのアドレス）
％QX  …出力用ビットアドレス（１ビットごとのアドレス）
％QW …出力用ワードアドレス（１ワードごとのアドレス）

バス局番
ProfiBus-DPマスタユニットが、PLCユニット内で何番目に設置されているユニットかを
表しています。（ 1）内図参照）

ワード番号
マスタ局に割り付けられたI／Oをワード毎に順番に並べた番号です。

ビットアドレス
上記ワード内で割り付けられたI／Oをビット毎に順番に並べた番号です。

接頭辞 バス局番 ワード番号 ビットアドレス
● ●
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PLC内のビットアドレスはディップスイッチで設定したノードアドレスに対応するCHを先
頭に16点単位でポートNo.を割付けられます。
（コンフィグレータ使用の場合は、この限りではありません。）

（NN）／（MM）CHはノードアドレスnnに対応するPLCのCHアドレスです。
（nn、nn＋1、nn＋2……）は使用する入出力点数により、ノードアドレスが占有されますの
でノードアドレスの重複設定に注意してください。

参考

（入力） 

0
 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

9
 

10
 

11
 

12
 

13
 

14
 

15
 

（NN）CH

（NN＋1）CH

（出力） 

0
 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

9
 

10
 

11
 

12
 

13
 

14
 

15
 

（MM）CH

（MM＋1）CH

PLC

 
X-SEL

000 
001 
002 
003 
004 
005 
006 
007 
008 
009 
010 
011 
012 
013 
014 
015 
016 
017 
018 
019 
020 
 

（入力） 
ポートNo.

300 
301 
302 
303 
304 
305 
306 
307 
308 
309 
310 
311 
312 
313 
314 
315 
316 
317 
318 
319 
320 
321 
 

（出力） 
ポートNo.

 
ノードアドレス 

nn

 
ノードアドレス 

nn＋1
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4. テーブルトップ型ロボットTT

4.1 型式

型式：TT-□-I-□-PR

ネットワークI/O点数MAX：240/240

フィールドネットワークボード搭載位置にProfiBusボードが装着されます。

０ １ 

Ａ Ｍ 

× ２ １ × 

Ｔ Ｒ Ｄ １ 

Ｒ 
Ｍ 

Ｗ 

Ａ 

Ｕ 

Ｕ 

Ｎ Ａ 

Ｔ Ｏ 

Ｃ Ｔ Ｐ Ａ Ｅ Ｋ Ｌ Ｐ 

Ｓ Ｂ Ｕ 
Ｇ 

Ｍ 

Ｎ Ｓ 

Ｓ 

調 整 
用 

置 
位 

１ Ｖ ０ ～ ３ Ｏ ０ Ａ ／ Ｃ ０ ２ Ｉ 

ProfiBusボード 標準I/O
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4.2 ProfiBusボード

4.2.1 各部の名称

CKE ALM PWR

S1

S2

DG
USB

NA TRM

TP

X1 X10

MANU

AUTO

モニタ用LED アドレス設定ダイヤル ProfiBus-DP通信コネクタ

ターミネーションスイッチ
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4.2.2 ProfiBus-DP通信コネクタ
ボード側コネクタは、ProfiBus-DP standard EN50170推奨品であるD-Sub９ピン（メス）コネクタ
です。
相手側ネットワークコネクタは付属しません。

※1.2.4.6.7.9 未使用（配線は不要です。）

4.2.3 ターミネーションスイッチ（バス終端処理の設定）
ProfiBus-DPネットワーク上に接続されたユニットの両端のデバイスでは、バスラインへの反射波
を避ける為に終端処理を施す必要があります。
本ProfiBus-DPモジュールでは、この終端処理を簡単に行う事の出来るターミネーションスイッチ
を装備しております。

＜バス終端の設定＞

ピンNo. 信号名 説明
1 NC 未接続
2 NC 未接続
3 B-Line 通信ラインB（プラス側）
4 NC 未接続
5 GND シグナルグランド
6 ＋5V ＋5V出力
7 NC 未接続
8 A-Line 通信ラインA（マイナス側）
9 NC 未接続

ハウジング シールド ケーブルシールド

ターミネーションスイッチON 終端処理有効
（両端以外の場所に接続されている場合に、誤ってスイッ
チをONすると、バスの通信に悪影響や通信異常等を誘発し
ますので注意してください。）

ターミネーションスイッチOFF 終端処理無効

お客様による終端抵抗の取付けは必要ありません。終端抵抗の取付けはバスの通信に悪影響
や通信異常等を誘発しますので絶対に行わないでください。

9

6

5

1
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LED 色 状態 定義 説明（要因）

－ 未使用 未定義

S1 赤 全点灯 オフライン状態 ・フィールドバスからオフライン状態に
（オフライン） なっていることを示します。

S2 緑 全点灯 正常通信状態 ・正常動作中（フィールドバスからオンラ
（オンライン） イン状態になっていることを示します。）

DG 赤 消灯 異常なし

（異常ステータス） 1Hz点滅 I/Oサイズ ・設定されているI/Oサイズに異常があっ
異常 た場合に点滅する。

2Hz点滅 コネクション ・装置設定異常（内部エラー）
未確立

4Hz点滅 通信系ハード ・装置初期化時の通信系ハードウェア異
異常 常を検出した場合に点滅する。

4.2.4 アドレス設定ダイヤル（ノードアドレスの設定）
ProfiBus-DPスレーブ局アドレスの設定はアドレス設定ダイヤル左側の×1及び右側の×10にて行い
ます。
本コントローラのノードアドレスを設定するロータリースイッチです。
スイッチは２つ搭載されており、何れも０～９までが設定可能です。
設定方法は
ノードアドレスNo.＝（アドレス設定ダイヤル×10）＋（アドレス設定ダイヤル×1）となります。
例

注1）ProfiBus-DPの局番設定はProfiBus-DPマスタ局を必ず０として設定しますので、スレーブ局
は１～99のスレーブ局を設定が可能となります。

注2）マスターとの通信中に上記ノードアドレスの変更は出来ません。

4.2.5 モニタ用LEDの表示

ロータリースイッチ設定例
×10の設定 ×1の設定

9 0 9

12 1 2

目的設定
局 番 号
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4.3 I／Oパラメータの設定（入出力ポートの割付）
ProfiBusで使用するTTの入出力ポートを設定します。

（1）ボード装着位置（スロット）とパラメータNo.

出荷時、ProfiBusで使用する入出力ポートは各64点に設定されています。

０ １ 

Ａ Ｍ 

× ２ １ × 

Ｔ Ｒ Ｄ １ 

Ｒ 
Ｍ 

Ｗ 

Ａ 

Ｕ 

Ｕ 

Ｎ Ａ 

Ｔ Ｏ 

Ｃ Ｔ Ｐ Ａ Ｅ Ｋ Ｌ Ｐ 

Ｓ Ｂ Ｕ 
Ｇ 

Ｍ 

Ｎ Ｓ 

Ｓ 

調 整 
用 

置 
位 

１ Ｖ ０ ～ ３ Ｏ ０ Ａ ／ Ｃ ０ ２ Ｉ 

標準I/O
ProfiBusボード 
パラメータNo.14 
　　　　　No.15
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（2）TTタイプの出荷時パラメータ

No. パラメータ名称 出荷時設定値 入力範囲 備　考
1 入出力ポート割付種別 0 参照のみ 0：固定割付
2 標準Ⅰ/O1固定割付時 000 －1～599 0＋（8の倍数）（マイナス時無効）

入力ポート開始No.
3 標準Ⅰ/O1固定割付時 300 －1～599 300＋（8の倍数）（マイナス時無効）

出力ポート開始No.
4 標準Ⅰ/O2固定割付時 32 －1～599 0＋（8の倍数）（マイナス時無効）

入力ポート開始No.
5 標準Ⅰ/O2固定割付時 316 －1～599 300＋（8の倍数）（マイナス時無効）

出力ポート開始No.
6 拡張Ⅰ/O1固定割付時 48 －1～599 0＋（8の倍数）（マイナス時無効）

入力ポート開始No. 
（ネットワークⅠ/Fモジュール）

7 拡張Ⅰ/O1固定割付時 348 －1～599 300＋（8の倍数）（マイナス時無効）
出力ポート開始No.
（ネットワークⅠ/Fモジュール）

8 システム予約 －1 －1～599
9 システム予約 －1 －1～599
10 標準Ⅰ/O1異常監視 0 0～5 0：非監視

1：監視
2：監視（24VⅠ/O電源関連エラー非監視）
3：監視（24VⅠ/O電源関連エラーのみ監視）
※一部例外有り

11 標準Ⅰ/O2異常監視 0 0～5 0：非監視
1：監視
2：監視（24VⅠ/O電源関連エラー非監視）
3：監視（24VⅠ/O電源関連エラーのみ監視）
※一部例外有り

12 拡張Ⅰ/O1異常監視 1 0～5 0：非監視
（ネットワークⅠ/Fモジュール） 1：監視

※一部例外有り
13 システム予約 1 0～5
14 ネットワークⅠ/Fカードリモート 64 0～240 16の倍数

入力使用ポート数
15 ネットワークⅠ/Fカードリモート 64 0～240 16の倍数

出力使用ポート数

TTの場合、パラメータ設定によりProfiBusの使用ポート数の変更が可能です。

ProfiBusの入出力ポート開始No.は固定です。

ProfiBus入力ポート開始No.48

ProfiBus出力ポート開始No.348

標準Ⅰ/O（リアパネルⅠ/Oコネクタ）の入出力ポートNo.は固定です。

標準入力ポートNo.16～31

標準出力ポートNo.316～331
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（3）テーブルトップ型ロボットTTのパラメータ設定例

ProfiBusボードを汎用入出力ポートとして入出力各240点を割付ける場合の設定です。

TTでは、入出力ポート開始No.は固定です。

入力ポート開始No.48

出力ポート開始No.348

使用ポート数は16点毎になります。また、ポート開始No.が決まっている為、入出力各240点が最
大ポート数になります。
Ⅰ/OパラメータNo.14、15に240を設定します。

０ １ 

Ａ Ｍ 

× ２ １ × 

Ｔ Ｒ Ｄ １ 

Ｒ 
Ｍ 

Ｗ 

Ａ 

Ｕ 

Ｕ 

Ｎ Ａ 

Ｔ Ｏ 

Ｃ Ｔ Ｐ Ａ Ｅ Ｋ Ｌ Ｐ 

Ｓ Ｂ Ｕ 
Ｇ 

Ｍ 

Ｎ Ｓ 

Ｓ 

調 整 
用 

置 
位 

１ Ｖ ０ ～ ３ Ｏ ０ Ａ ／ Ｃ ０ ２ Ｉ 

標準I/O
ProfiBusボード 
パラメータNo.14 
　　　　　No.15
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TTタイプⅠ/Oパラメータ

No. パラメータ名称 入力範囲 設定値 備　考
1 入出力ポート割付種別 0 参照のみ 0 0：固定割付
2 標準Ⅰ/O1固定割付時 000 参照のみ 000 0＋（8の倍数）（マイナス時無効）

入力ポート開始No.
3 標準Ⅰ/O1固定割付時 300 参照のみ 300 300＋（8の倍数）（マイナス時無効）

出力ポート開始No.
4 標準Ⅰ/O2固定割付時 32 参照のみ 32 0＋（8の倍数）（マイナス時無効）

入力ポート開始No.
5 標準Ⅰ/O2固定割付時 316 参照のみ 316 300＋（8の倍数）（マイナス時無効）

出力ポート開始No.
6 拡張Ⅰ/O1固定割付時 48 －1～599 48 0＋（8の倍数）（マイナス時無効）

入力ポート開始No. 
（ネットワークⅠ/Fモジュール）

7 拡張Ⅰ/O1固定割付時 348 －1～599 348 300＋（8の倍数）（マイナス時無効）
出力ポート開始No.
（ネットワークⅠ/Fモジュール）

8 システム予約 －1 －1～599 －1
9 システム予約 －1 －1～599 －1
10 標準Ⅰ/O1異常監視 0 0～5 0 0：非監視

1：監視
2：監視（24VⅠ/O電源関連エラー非監視）
3：監視（24VⅠ/O電源関連エラーのみ監視）
※一部例外有り

11 標準Ⅰ/O2異常監視 0 0～5 0 0：非監視
1：監視
2：監視（24VⅠ/O電源関連エラー非監視）
3：監視（24VⅠ/O電源関連エラーのみ監視）
※一部例外有り

12 拡張Ⅰ/O1異常監視 1 0～5 1 0：非監視
（ネットワークⅠ/Fモジュール） 1：監視

※一部例外有り
13 システム予約 1 0～5 1
14 ネットワークⅠ/Fカードリモート 64 0～240 240 16の倍数

入力使用ポート数
15 ネットワークⅠ/Fカードリモート 64 0～240 240 16の倍数

出力使用ポート数

出荷時
設定値
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4.4 TTのI／OポートNo.
TTのⅠ/OポートNo.を以下に示します。

（詳細については「テーブルトップ型ロボットTT取扱説明書」をご参照ください。）

ポートNo. 
000 
001 
002 
003 
004 
005 
006 
007 
008 
009 
010 
011 
012 
013 
014 
015 

016 
～ 
031 
032 
033 
034 
035 
036 
037 
038 
039 
040 
041 
042 
043 
044 
045 
046 
047

048 
～ 
287

348 
～ 
587

 
スタート 
（ソフトリセット） 
（サーボON） 
（オートスタート起動） 
（ソフトインターロック） 
（一時停止解除） 
（一時停止） 
 
プログラムNo.指定 
1の桁デジスイッチ用 
 

プログラムNo.指定 
10の桁デジスイッチ用 
 （駆動源解除入力） 
（原点復帰等） 

汎用入力 
（リアパネルⅠ/Oコネクタ） 

システム予約 

内
部
Ｄ
Ｉ 
内
部
Ｄ
Ｉ 

外部 
ＤＩ 

ポートNo. 
300 
301 
302 
303 
304 
305 
306 
307 
308 
309 
310 
311 
312 
313 
314 
315 
316 
～ 
331 
332 
333 
334 
335 
336 
337 
338 
339 
340 
341 
342 
343 
344 
345 
346 
347

 
ALM（フロントパネルLED） 
RDY（フロントパネルLED） 
EMG（フロントパネルLED） 
自動運転中 
HPS（フロントパネルLED） 
システム予約 
システム予約 
システム予約 
内部DI-No.001　ON/OFF用 
内部DI-No.002　ON/OFF用 
内部DI-No.003　ON/OFF用 
内部DI-No.004　ON/OFF用 
内部DI-No.005　ON/OFF用 
内部DI-No.006　ON/OFF用 
内部DI-No.014　ON/OFF用 
内部DI-No.015　ON/OFF用 

7セグユーザ表示桁指定 
7セグユーザ表示桁指定 
システム予約 
システム予約 
システム予約 
7セグリフレッシュ 
7セグユーザ・システム交互表示 
7セグユーザ表示指定 
DT0（7セグユーザ表示ビット） 
DT1（7セグユーザ表示ビット） 
DT2（7セグユーザ表示ビット） 
DT3（7セグユーザ表示ビット） 
DT4（7セグユーザ表示ビット） 
DT5（7セグユーザ表示ビット） 
DT6（7セグユーザ表示ビット） 
システム予約 

汎用出力 
（リアパネルⅠ/Oコネクタ） 

内
部
Ｄ
Ｏ 

内
部
Ｄ
Ｏ 

外部 
ＤＯ 

ProfiBus用 ProfiBus用 外部 
ＤＩ 

外部 
ＤＯ 

機能 機能 
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PLC内のビットアドレスはディップスイッチで設定したノードアドレスに対応するCHを先
頭に16点単位でポートNo.を割付けられます。

（コンフィグレータ使用の場合は、この限りではありません。）

（NN）/（MM）CHはノードアドレスnnに対応するPLCのCHアドレスです。

（nn、nn+1、nn+2……）は使用する入出力点数により、ノードアドレスが占有されますの
でノードアドレスの重複設定に注意してください。

参考

（入力） 

0
 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

9
 

10
 

11
 

12
 

13
 

14
 

15
 

（NN）CH

（NN＋1）CH

（出力） 

0
 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

9
 

10
 

11
 

12
 

13
 

14
 

15
 

（MM）CH

（MM＋1）CH

PLC

 
TT

048 
049 
050 
051 
052 
053 
054 
055 
056 
057 
058 
059 
060 
061 
062 
063 
064 
065 
066 
067 
068 
 

（入力） 
ポートNo.

348 
349 
350 
351 
352 
353 
354 
355 
356 
357 
358 
359 
360 
361 
362 
363 
364 
365 
366 
367 
368 
369 
 

（出力） 
ポートNo.

 
ノードアドレス 

nn

 
ノードアドレス 

nn＋1
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5. RCS-C、E-ConおよびSCON

5.1 型式
下記にProfiBus-DP対応のRCS、E-ConおよびSCONコントローラの外観図（正面図）を示します。

（1）RCS-C

型式：RCS-C-□□□□-□□-PR-□
I／O点数：専用入力８点、専用出力10点

RCS-C 24Vタイプ RCS-C 100V／200Vタイプ

RCS-C、E-Con および SCON-C
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（2）E-Con

型式：ECON-□-□-PR-□
I／O点数：専用入力10点、専用出力12点

（3）SCON

型式：SCON-C-□□-PR-□-□
I／O点数：専用入力16点、専用出力16点

SCON-C
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5.2 ProfiBus-DPボード（スレーブ局）の設定
（1）各部の名称

（2）ProfiBus-DP通信コネクタインターフェース仕様
＜（1）A）ProfiBus-DP通信コネクタ仕様＞

ProfiBus-DP standard EN50170推奨品である９ピンfemale  D-subコネクタです。

コネクタ

※1.2.4.6.7.9 未使用（配線は不要です。）

C）モニタ用LED

D）アドレス用 
      設定ダイヤル 

×１ 

×10

B）ターミネーション 
      スイッチ 

A）ProfiBus-DP通信コネクタ 

RCS-C（24V） RCS-C（100V／200V） 
E-Con 
SCON

PinNo. Description Contents
３ B-Line RxD/TxD（プラス側信号ライン）
５ GND シールド
８ A-Line /RxD・/TxD（マイナス側信号ライン）
Housing GND シールド

52

PROFIBUS-DP

5.

R
C
S-

C
、
E-

C
o
n
お
よ
び
S
C
O
N-

C



ProfiBus-DP

45

（3）バス終端処理の設定　＜（1）B）ターミネーションスイッチにて設定＞

ProfiBus-DPネットワーク上に接続されたユニットの両端のデバイスでは、バスラインへの反射波
を避ける為に終端処理を施す必要があります。
本ProfiBus-DPモジュールでは、この終端処理を簡単に行う事の出来るターミネーションスイッチ
を装備しております。

＜バス終端の設定＞

（4）ノードアドレス設定　＜（1）D）アドレス設定ダイヤルにて設定＞

スレーブ局アドレスの設定はロータリースイッチ“ADRS.H”及び下側のロータリースイッチ
“ADRS.L”にて行います。
本コントローラのノードアドレスを設定するロータリースイッチです。スイッチは２つ搭載されて
おり、何れも０～９までが設定可能です。
設定方法は
ノードアドレスNo.＝（ロータリースイッチ“ADRS.H”×10）＋（ロータリースイッチ
“ADRS.L”×１）
となります。
例

注１）ProfiBus-DPの局番設定はProfiBus-DPマスタ局を必ず０として設定しますので、スレーブ局
は１～99のスレーブ局を設定が可能となります。

注２）マスターとの通信中に上記ノードアドレスの変更は出来ません。

ターミネーションスイッチON 終端処理有効
（両端以外の場所に接続されている場合に、誤ってスイッ
チをONすると、バスの通信に悪影響や通信異常等を誘発し
ますので注意してください。）

ターミネーションスイッチOFF 終端処理無効

お客様による終端抵抗の取付けは必要ありません。
バスの通信に悪影響や通信異常等を誘発しますので絶対に行わないでください。

ロータリースイッチ設定例
ADRS.H設定 ADRS.L設定

9 0 9

12 1 2

目的設定
局 番 号
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LED 色 状態 定義 説明（要因）

ERR 赤 消灯 正常通信状態 ・正常動作中（フィールドバスからオンラ
イン状態になっていることを示します。）

点灯 オフライン状態 ・フィールドバスからオフライン状態に
又は通信エラー なっているか、通信エラーが発生して
発生状態 いる事を示します。

DIA 緑 ―― 無機能

POWER 緑 消灯 Power Off ・ProfiBus-DPスレーブ局に電源が供給さ
れていない事を示します。

点灯 Power ON ProfiBus-DPスレーブ局に電源が供給さ
れている事を示します。

4Hz点滅 通信系ハード ・装置初期化時の通信系ハードウェア
異常 異常を検出した場合に点滅する。

（5）モニタ用LEDの表示　＜（1）C）モニタ用LEDにて設定＞

ボード前面のLEDのうち、ERR、POWER ２つのLEDで通信モジュールの動作状況を確認すること
ができます
３つのLEDが搭載されており次の意味を表します。
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（6）入出力（I／O）信号の割付け

RCS-C、E-ConおよびSCONの各々の入出力は
①RCS-C 専用入力８点 専用出力11点（100V／200V仕様）10点（24V仕様）
②E-Con 専用入力10点 専用出力13点
③SCON 専用入力16点 専用出力16点
となり、その割付けは、以下の通りです。
※各信号の詳細内容は「RCSシリーズ　ロボシリンダコントローラRCS-Cタイプ取扱説明書」、
「E-Conコントローラ取扱説明書」および「SCONコントローラ取扱説明書」をご参照ください。

①RCS-C信号割付け

注）主電源100V／200V仕様のコントローラだけ対応しています。

入力番号 信号名 出力番号 信号名
0 指令ポジション1 0 完了ポジション1
1 〃　　　2 1 〃　　　2
2 〃　　　4 2 〃　　　4
3 〃　　　8 3 〃　　　8
4 スタート 4 位置決め完了
5 リセット 5 原点復帰完了
6 サーボON 6 ゾーン
7 ＊一時停止 7 ＊アラーム
8 未使用 8 ＊非常停止
9 〃 9 移動中
10 〃 10 ＊バッテリアラーム　注）
11 〃 11 ＊未使用
12 〃 12 〃
13 〃 13 〃
14 〃 14 〃
15 〃 15 〃
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②E-Con信号割付け

注）＊はb接点（常時ON）信号

入力番号 信号名 出力番号 信号名
0 指令ポジション1 0 完了ポジション1
1 〃　　　2 1 〃　　　2
2 〃　　　4 2 〃　　　4
3 〃　　　8 3 〃　　　8
4 〃　　　16 4 〃　　　16
5 〃　　　32 5 〃　　　32
6 未使用 6 ＊未使用
7 〃 7 〃
8 スタート 8 位置決め完了
9 リセット 9 原点復帰完了
10 サーボON 10 ゾーン
11 ＊一時停止 11 ＊アラーム
12 未使用 12 ＊非常停止
13 〃 13 移動中
14 〃 14 ＊バッテリーアラーム
15 〃 15 ＊未使用

56

PROFIBUS-DP

5.

R
C
S-

C
、
E-

C
o
n
お
よ
び
S
C
O
N-

C



ProfiBus-DP

49

③SCON信号割付け

SCONの入出力は、専用入力16点　専用出力16点で、その内容は以下の通りです。
SCONのパラメータNo.25（PIOパターン選択）の設定により、6パターンあります。

＊は正常時ON信号です。
“使用できません”と表記されている信号は制御していません。（ON／OFFは不定です）
バッテリアラームはインクリメンタルエンコーダの場合にはON（固定）です。

パラメータNo.25の設定
位置決めモード（標準） 教示モード（教示タイプ）256点モード（256点タイプ）

0 1 2

区分
ポート

信号名称 記号 信号名称 記号 信号名称 記号番号
0
1
2
3
4
5

6

7
入力 8

9
10
11
12

13

14
15
0
1
2
3
4
5
6
7

出力
8
9
10

11

12
13
14
15

PC1
PC2

指令ポジション番号
PC4
PC8
PC16
PC32

─
使用できません ─

─
ブレーキ強制解除 BKRL
運転モード RMOD
原点復帰 HOME
一時停止 ＊STP

位置決めスタート CSTR

リセット RES
サーボON指令 SON

PM1
PM2

完了ポジション番号
PM4
PM8
PM16
PM32

移動中信号 MOVE
ゾーン1 ZONE1

ポジションゾーン PZONE
運転モード状態 RMDS
原点復帰完了 HEND

位置決め完了信号 PEND

運転準備完了 SV
非常停止 ＊EMGS
アラーム ＊ALM

バッテリアラーム ＊BALM

PC1
PC2

指令ポジション番号
PC4
PC8
PC16
PC32

教示モード指令
MODE

（動作モード）
ジョグ／インチング切替 JISL
＋ジョグ JOG＋
－ジョグ JOG－
運転モード RMOD
原点復帰 HOME
一時停止 ＊STP

位置決めスタート／
CSTR／ポジションデータ
PWRT取込み指令

リセット RES
サーボON指令 SON

PM1
PM2

完了ポジション番号
PM4
PM8
PM16
PM32

移動中信号 MOVE
教示モード信号 MODES
ポジションゾーン PZONE
運転モード状態 RMDS
原点復帰完了 HEND

位置決め完了信号／
PEND／ポジションデータ
WEND取込み完了

運転準備完了 SV
非常停止 ＊EMGS
アラーム ＊ALM

バッテリアラーム ＊BALM

PC1
PC2
PC4
PC8

指令ポジション番号 PC16
PC32

PC64

PC128
使用できません ─
ブレーキ強制解除 BKRL
運転モード RMOD
原点復帰 HOME
一時停止 ＊STP

位置決めスタート CSTR

リセット RES
サーボON指令 SON

PM1
PM2
PM4

完了ポジション番号
PM8
PM16
PM32
PM64
PM128

ポジションゾーン PZONE
運転モード状態 RMDS
原点復帰完了 HEND

位置決め完了信号 PEND

運転準備完了 SV
非常停止 ＊EMGS
アラーム ＊ALM

バッテリアラーム ＊BALM
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＊は正常時ON信号です。
“使用できません”と表記されている信号は制御していません。（ON／OFFは不定です）
バッテリアラームはインクリメンタルエンコーダの場合にはON（固定）です。

パラメータNo.25の設定
512点モード 電磁弁モード1 電磁弁モード2

3 4 5

区分
ポート

信号名称 記号 信号名称 記号 信号名称 記号番号
0
1
2
3
4
5
6

入力
7
8
9
10
11
12
13
14
15
0
1
2
3
4
5
6

出力 7
8
9
10
11
12
13
14
15

PC1
PC2
PC4
PC8

指令ポジション番号 PC16
PC32
PC64
PC128
PC256

ブレーキ強制解除 BKRL
運転モード RMOD
原点復帰 HOME
一時停止 ＊STP

位置決めスタート CSTR
リセット RES

サーボON指令 SON
PM1
PM2
PM4
PM8

完了ポジション番号 PM16
PM32
PM64
PM128
PM256

運転モード出力 RMDS
原点復帰完了 HEND

位置決め完了信号 PEND
運転準備完了 SV
非常停止 ＊EMGS
アラーム ＊ALM

バッテリアラーム ＊BALM

スタートポジション0 ST0
スタートポジション1 ST1
スタートポジション2 ST2
スタートポジション3 ST3
スタートポジション4 ST4
スタートポジション5 ST5
スタートポジション6 ST6

使用できません
─
─

ブレーキ強制解除 BKRL
運転モード RMOD
原点復帰 HOME
一時停止 ＊STP

使用できません ─
リセット RES

サーボON指令 SON
ポジション完了0 PE0
ポジション完了1 PE1
ポジション完了2 PE2
ポジション完了3 PE3
ポジション完了4 PE4
ポジション完了5 PE5
ポジション完了6 PE6

ゾーン1 ZONE1
ポジションゾーン PZONE
運転モード出力 RMDS
原点復帰完了 HEND

位置決め完了信号 PEND
運転準備完了 SV
非常停止 ＊EMGS
アラーム ＊ALM

バッテリアラーム ＊BALM

スタートポジション0 ST0
スタートポジション1 ST1
スタートポジション2 ST2

─
─

使用できません
─
─
─
─

ブレーキ強制解除 BKRL
運転モード RMOD

─
使用できません ─

─
リセット RES

サーボON指令 SON
後退端移動指令0 LS0
後退端移動指令1 LS1
後退端移動指令2 LS2

─

使用できません ─
─
─

ゾーン1 ZONE1
ポジションゾーン PZONE
運転モード出力 RMDS
原点復帰完了 HEND
使用できません ─
運転準備完了 SV
非常停止 ＊EMGS
アラーム ＊ALM

バッテリアラーム ＊BALM
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バス局番 

スレーブ局１（RCS-C：入力８点、出力10点） 

スレーブ局２（E-con入力10点、出力13点） 

スレーブ局３（SCON入力16点、出力16点） 

スレーブ局４（入力16点） 

局番１ 

P
rofiB

us-D
P

C
P
U電

源 

マ
ス
タ
ー
局 

局番２ 

（7）RCS-C、E-ConおよびSCON  I／OポートNo.とPLCアドレス対応

PLCの入出力領域（メモリ）におけるRCS-C、E-ConおよびSCONのProfiBus-DPボードI／O割付
はスレーブ局でのI／O点数（専用入出力）に対し占有する入出力領域は各１ワード（16点）となっ
ております。
以下の表はRCS-C（専用入力８点、専用出力10点）、E-Con（専用入力10点　専用出力12点）およ
びSCON（専用入力16点、専用出力16点）をスレーブ局としてマスター局に接続した場合のI／Oア
ドレスを、一例を挙げて示したものです。

①システム構成例
下記にシステム構成例を挙げます。

②マスター局におけるアドレスの割付
コンフィグレータにより①の構成を設定する際、スレーブ局２に設定された入出力数を設定する
必要があります。
（但し、PLCマスター局におけるスレーブ局占有可能局数を８ワードに設定したとします。）
それぞれのI／OにはPLCからみたアドレス（ビットアドレス）を割付ます。
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設定されたノードアドレスに対応するPLCバッファメモリのCHアドレスを先頭に16点単位で入出
力ポートNo.が割付けられます。この時入出力ポートNo.の小さい方から順にPLCバッファメモリの
下位ビットから割り付けられます。
これにより、PLC側のアドレス割付けは次のようになります。

入力ポート No.
（ bitアドレス ） 

出力ポート No.
（ bitアドレス ） 

15 0 15 0

PLC出力バッファメモリ 
bit位置 

PLC入力バッファメモリ 
bit位置 CHアドレス 

MM

MM＋1

NN

NN＋1

MM＋2 NN＋2

NN＋3

0 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
0 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15

0 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
0 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15

RCS 
出力　10点 

RCS 
入力　8点 

E-Con 
入力　10点 

SCON 
入力　16点 

入力　16点 

E-Con 
出力　12点 

SCON 
出力　16点 

（注）NN, MMはノードアドレスnnに対応するPLCのCHアドレスです。

（nn、nn＋1、nn＋2  … ）は使用する入出力点数により、ノードアドレスが占有されますので、
ノードアドレスの重複設定に注意してください。
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PLC内のビットアドレスはディップスイッチで設定したノードアドレスに対応するCHに入
出力が各々番号順に割付けられます。

（NN）／（MM）CHはノードアドレスnnに対応するPLCのCHアドレスです。

参考1

（入力） 

0
 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

9
 

10
 

11
 

12
 

13
 

14
 

15
 

（NN）CH
（出力） 

0
 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

9
 

10
 

11
 

12
 

13
 

14
 

15
 

（MM）CH

PLC

  RCS 
（E-Con） 

0 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 

（8） 
（9） 
（10） 
（11） 
－ 
－ 
－ 
－ 

入力No.

※（　　）内はE-Con

0 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 

（10） 
（11） 
（12） 
（13） 
－ 
－ 

出力No.

 
ノードアドレス 

nn
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参考2

アドレスの割付表記規則例…富士電機の場合

接頭辞　
％IX    …入力用ビットアドレス（１ビットごとのアドレス）
％IW   …入力用ワードアドレス（１ワードごとのアドレス）
％QX  …出力用ビットアドレス（１ビットごとのアドレス）
％QW …出力用ワードアドレス（１ワードごとのアドレス）

バス局番
PLCに設置されたProfiBus-DPボードの設置位置を表します。

ワード番号
マスター局に割り付けられたI／Oをワード毎に順番に並べた番号です。

ビットアドレス
上記ワード内で割り付けられたI／Oをビット毎に順番に並べた番号です。

接頭辞 バス局番 ワード番号 ビットアドレス
● ●

P
rofiB

us-D
P

C
P
U電

源 

マ
ス
タ
ー
局 
局番１ 局番２ … 
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6. ASEL、PSEL、SSEL
ASEL、PSEL、SSELのProfiBus対応では、入出力各256点まで扱うことができます。

6.1 型式

6.1.1 ASEL、PSEL
ProfiBus対応のASELおよびPSELの型式は、各々以下のように表されています。

1軸用

ASEL-C-1-□-PR-□

PSEL-C-1-□-PR-□

2軸用

ASEL-C-2-□-PR-□

PSEL-C-2-□-PR-□

外観図

ステータスLED

ProfiBus 
通信コネクタ 

シリーズ名の印字 
・ASEL 
・PSEL

前面パネルの色 
・ASEL：ダークブルー 
・PSEL：ダークグリーン 

ProfiBus-DP
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6.1.2 SSEL
ProfiBus対応のSSELの型式は、以下のように表されています。

1軸用

SSEL-C-1-□-PR-□

2軸用

SSEL-C-2-□-PR-□

外観図

ステータスLED

ProfiBus 
通信コネクタ 

シリーズ名の印字 

前面パネルの色 
ダークグレー 
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6.2 ProfiBusインタフェース

（1）各部の名称

●ASEL、PSEL ●SSEL

ステータスLED

ProfiBus通信コネクタ 

LED 色 表示状態 表　示　内　容

点灯 オンライン状態で、正常に通信中
緑

点滅 オンライン状態で、異常発生時にマスタ側よりクリア
された状態

1Hz 点滅 ネットワーク関係のI/Oパラメータ異常
STATUS1 橙

2Hz 点滅 コンフィグレーション異常

－ 消灯 コントローラ電源が供給されていない

点灯 初期化完了後、正常動作中
緑

点滅 初期化完了後、コンフィグレータ等よりネットワーク
診断メッセージを受信し応答を返した

STATUS0
橙 点灯 例外エラー（コントローラ故障等）

－ 消灯 ・初期化未完了
・コントローラ電源が供給されていない

（2）ステータスLEDの表示

コントローラ前面に設けられた２つのLED（STATUS０、STATUS１）によってProfiBusボードの
動作状態やネットワークの状態を知ることができます。

65

PROFIBUS-DP

6.

A
S
E
L
、
P
S
E
L
、
S
S
E
L



58

M E M O

66

PROFIBUS-DP

6.

A
S
E
L
、
P
S
E
L
、
S
S
E
L



ProfiBus-DP

59

（3）ProfiBus-DP通信コネクタ

ボード側コネクタは、ProfiBus-DP standard EN50170推奨品であるD-Sub９ピン（メス）コネクタ
です。
相手側ネットワークコネクタは付属しません。

Q注　意
（1）通信速度はマスタ側設定への自動追従ですので設定は不要です。

（2）ノードアドレスは、Ⅰ/OパラメータNo.226で設定します。

（3）終端抵抗設定スイッチはありません。ネットワークの終端に接続された場合は、終
端抵抗を下図のようにネットワークコネクタに接続するか、または終端抵抗付きの
コネクタを使用してください。

●終端抵抗の接続

●ProfiBus用コネクタ（終端抵抗付き）

（例）SUBCON-PLUS-PROFIB／AX／SC（フェニックスコンタクト）

ピンNo. 信号名 説明
1 NC 未接続
2 NC 未接続
3 B-Line 通信ラインB（プラス側）
4 NC 未接続
5 GND シグナルグランド
6 ＋5V ＋5V出力
7 NC 未接続
8 A-Line 通信ラインA（マイナス側）
9 NC 未接続

ハウジング シールド ケーブルシールド

9

6

5

1

9

6

5

1

5
GND
A-Line 390Ω,1/4W

220Ω,1/4W ネットワーク 
配線 

390Ω,1/4W
B-Line

＋5V
3

1

9

8

6

ボード側 
メスコネクタ 

ネットワーク側 
オスコネクタ 
（反挿入側より） 

｝ 

67

PROFIBUS-DP

6.

A
S
E
L
、
P
S
E
L
、
S
S
E
L



ProfiBus-DP

60

6.3 I／Oパラメータの設定
ProfiBusで使用するASEL、PSEL、SSELのノードアドレス、入出力ポート等を設定してください。

（1）ネットワーク種別設定

Ⅰ/OパラメータNo.225「ネットワークⅠ/Fモジュールコントロール」が出荷時に3H（ProfiBus）に
設定されています。（設定は不要です）

（2）ノードアドレス

Ⅰ/OパラメータNo.226「ネットワークⅠ/Fモジュール通信属性1」にノードアドレス設定を行いま
す。設定範囲は0～125です。出荷時1Hに設定されています。

（注）設定アドレスが設定範囲外の場合、「D75：フィールドバスパラメータエラー」が発生します。

（3）入出力ポートの割付け

次のⅠ/OパラメータにProfiBusシステム上で使用するASEL、PSEL、SSELの物理入出力ポート数、
ポート割付けを設定してください。

No.1  「入出力ポート割付種別」

No.14「ネットワークⅠ/Fモジュールリモート入力使用ポート数」

No.15「ネットワークⅠ/Fモジュールリモート出力使用ポート数」

No.16「ネットワークⅠ/Fモジュール固定割付時入力ポート開始No.」

No.17「ネットワークⅠ/Fモジュール固定割付時出力ポート開始No.」

詳細は次頁のASEL、PSEL、SSELネットワーク関係Ⅰ/Oパラメータ一覧表をご覧ください。

（注）ASEL、PSEL、SSELコントローラではProfiBusモジュール使用時、次のⅠ/Oパラメータは無
効です。

設定を行っても、ProfiBusの使用ポート数、割付ポートNo.等には影響ありません。

No.2  「標準Ⅰ/O固定割付時入力ポート開始No.（Ⅰ/O1）」

No.3  「標準Ⅰ/O固定割付時出力ポート開始No.（Ⅰ/O1）」

No.10「標準Ⅰ/O異常監視」

（4）ネットワーク異常監視

Ⅰ/OパラメータNo.18「ネットワークⅠ/Fモジュール異常監視」に非監視／監視を設定してください。
異常確認時間はⅠ/OパラメータNo.120「ネットワーク属性1」のビット4-11に設定してください。
パラメータNo.120で設定した時間以上にネットワークリンク異常が継続した場合にシステムエラ
ーになります。
詳細は次頁のASEL、PSEL、SSELネットワーク関係Ⅰ/Oパラメータ一覧表をご覧ください。

6
4

7
4

8

6.4項参考
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No パラメータ名称
出荷時

入力範囲 備考設定値

1 入出力ポート割付種別 0 0～20
0：固定割付
1：自動割付

14
ネットワークⅠ/Fモジュール

64 0～256 8の倍数リモート入力使用ポート数

15
ネットワークⅠ/Fモジュール

64 0～256 8の倍数リモート出力使用ポート数

16
ネットワークⅠ/Fモジュール

0 －1～599
０＋（8の倍数）

固定割付時入力ポート開始No. （マイナス時無効）

17
ネットワークⅠ/Fモジュール

300 －1～599
300＋（8の倍数）

固定割付時出力ポート開始No. （マイナス時無効）

ネットワークⅠ/Fモジュール18
異常監視

1 0～5

120 ネットワーク属性1 1H
0H～

FFFFFFFFH

ネットワークⅠ/Fモジュール225
コントロール

3H 参照専用

ネットワークⅠ/Fモジュール226
通信属性1

1 0～999

227
ネットワークⅠ/Fモジュール

0H
0H～

通信属性2 FFFFFFFFH

0：非監視　1：監視
※ネットワークリンク異常状態が
ネットワークリンク異常確認タ
イマ値以上継続時、システムエ
ラーになります（Ⅰ/Oパラメー
タNo.120参照）。
※一部例外有り
ビット0-3：システム予約
ビット4-11：ネットワークリンク
異常確認タイマ値（設定単位10
msec）
IOパラメータNo.18＝1時のみ有効。
（例）設定値（ビット4-11）05Hの

場合、タイマ時間は10ms×
5＝50msとなります。
また、設定値0Hの場合は、
ネットワークリンク異常発
生で即時システムエラーに
なります。

ビット0-3：ネットワークⅠ/Fモジ
ュール種別
（0：未実装、1：CC-Linkモジュー
ル、2：DeviceNetモジュール、
3：ProfiBusモジュール）
ネットワークⅠ/Fモジュールノード
アドレス
※ProfiBusモジュール時：0～125

ビット0-3：ネットワークⅠ/Fモジ
ュールボーレート種別
※ProfiBusモジュール時、通信速
度はマスタ側設定への自動追従
ですので、設定は不要です。

ASEL、PSEL、SSELネットワーク関係Ⅰ/Oパラメータ一覧表
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6.4 I／OポートNo.とProfiBus-DPアドレス割付
ASEL、PSEL、SSELにはプログラムモードとポジショナモードがありますが、割付のしくみは同
じです。即ち、設定されたノードアドレスに対応するPLCバッファメモリのCHアドレスを先頭に
16点単位で入出力ポートNo.が割付けられます。この時入出力ポートNo.の小さい方から順にPLCバ
ッファメモリの下位ビットから割り付けられます。

（1）基本例

Ⅰ/Oパラメータが次のような場合の相関関係を下図に示します。
No.16 ＝ 0 （入力ポート開始No.）
No.17 ＝300 （出力ポート開始No.）
No.14 ＝No.15＝16（入力、出力ポート数）
No.226＝ nn （ノードアドレス）

入力ポート No.
（ bitアドレス ） 

出力ポート No.
（ bitアドレス ） 

15 8 7 0 15 8 7 0

PLC出力バッファメモリ 
bit位置 

PLC入力バッファメモリ 
bit位置 CHアドレス 

MM

MM＋1

NN

NN＋1

300
301
302
303
304
305
306
307
308
309
310
311
312
313
314
315
316
317
318
319
320
321
322
323
324
325
326
327
328
329
330
 331 

000 
001 
002 
 003 
004 
005 
006 
007 
008 
009 
010 
011 
012 
013 
014 
015 
016 
017 
018 
019 
020 
021 
022 
023 
024 
025 
026 
027 
028 
029 
030 
031

（注）NN, MMはノードアドレスnnに対応するPLCのCHアドレスです。

（nn、nn＋1、nn＋2  … ）は使用する入出力点数により、ノードアドレスが占有されますので、
ノードアドレスの重複設定に注意してください。
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（2）ポジショナモードで使用する場合

Ⅰ/OパラメータNo.1、No.16、No.17の設定に関係なく、物理入力ポートはNo.0から、物理出力ポ
ートはNo.300から割付けられます。

そして、次頁からの各コントローラ入出力ポート表のように入力ポートNo.0～No.23、出力ポート
No.300～No.307を使用します。

この時、Ⅰ/OパラメータはNo.14＝24、No.15＝24の設定にします。

（注）Ⅰ/OパラメータのNo.14およびNo.15は多い点数の方に合わせ同一の点数に設定してください。
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区分
ポート ポジショナモード

No. 標準モード 品種切替モード 2軸独立モード ティーチモード DC-S-C1互換モード

16 ポジション入力10 入力10 ポジション入力7 1軸目ジョグ－ ポジションNo.1000入力

17 ポジション入力11 入力11 ポジション入力8 2軸目ジョグ＋ －

18 ポジション入力12 入力12 ポジション入力9 2軸目ジョグ－ －

19 ポジション入力13 入力13 ポジション入力10 インチング（0.01mm） －

20 ポジション入力14 入力14 ポジション入力11 インチング（0.1mm） －

21 － 入力15 ポジション入力12 インチング（0.5mm） －

22 － 入力16 ポジション入力13 インチング（1mm）（OFF固定）

23 － エラーリセット エラーリセット エラーリセット CPUリセット

0 スタート スタート 1軸目スタート スタート スタート

1 原点復帰 原点復帰 原点復帰 サーボON 一時停止

2 サーボON サーボON 1軸目サーボON ＊一時停止 キャンセル

3 押付け 押付け ＊1軸目一時停止 ポジション入力1 補間設定

4 ＊一時停止 ＊一時停止 ＊1軸目キャンセル ポジション入力2 ポジションNo.1入力

5 ＊キャンセル ＊キャンセル 2軸目スタート ポジション入力3 ポジションNo.2入力

6 補間 補間 2軸目原点復帰 ポジション入力4 ポジションNo.4入力

7 ポジション入力1 入力1 2軸目サーボON ポジション入力5 ポジションNo.8入力

8 ポジション入力2 入力2 ＊2軸目一時停止 ポジション入力6 ポジションNo.10入力

9 ポジション入力3 入力3 ＊2軸目キャンセル ポジション入力7 ポジションNo.20入力

10 ポジション入力4 入力4 ポジション入力1 ポジション入力8 ポジションNo.40入力

11 ポジション入力5 入力5 ポジション入力2 ポジション入力9 ポジションNo.80入力

12 ポジション入力6 入力6 ポジション入力3 ポジション入力10 ポジションNo.100入力

13 ポジション入力7 入力7 ポジション入力4 ポジション入力11 ポジションNo.200入力

14 ポジション入力8 入力8 ポジション入力5 ティーチモード指定 ポジションNo.400入力

15 ポジション入力9 入力9 ポジション入力6 1軸目ジョグ＋ ポジションNo.800入力

300 ＊アラーム ＊アラーム ＊アラーム ＊アラーム アラーム

301 レディ レディ レディ レディ レディ

302 位置決め完了 位置決め完了 1軸目位置決め完了 位置決め完了 位置決め完了

303 原点復帰完了 原点復帰完了 1軸目原点復帰完了 原点復帰完了 －

304 サーボON出力 サーボON出力 1軸目サーボON サーボON出力 －

305 押付け完了 押付け完了 2軸目位置決め完了 －

306 システムバッテリエラー システムバッテリエラー 2軸目原点復帰完了 システムバッテリエラー システムバッテリエラー

307 アブソバッテリエラー アブソバッテリエラー 2軸目サーボON アブソバッテリエラー アブソバッテリエラー

ASELポジショナモード入出力ポート表

＊：B接点

（負論理）

入力

出力
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区分
ポート ポジショナモード

No. 標準モード 品種切替モード 2軸独立モード ティーチモード DC-S-C1互換モード

16 ポジション入力10 入力10 ポジション入力7 1軸目ジョグ－ ポジションNo.1000入力

17 ポジション入力11 入力11 ポジション入力8 2軸目ジョグ＋ －

18 ポジション入力12 入力12 ポジション入力9 2軸目ジョグ－ －

19 ポジション入力13 入力13 ポジション入力10 インチング（0.01mm） －

20 － 入力14 ポジション入力11 インチング（0.1mm） －

21 － 入力15 ポジション入力12 インチング（0.5mm） －

22 － 入力16 ポジション入力13 インチング（1mm）（OFF固定）

23 エラーリセット エラーリセット エラーリセット エラーリセット CPUリセット

0 スタート スタート 1軸目スタート スタート スタート

1 原点復帰 原点復帰 原点復帰 サーボON 一時停止

2 サーボON サーボON 1軸目サーボON ＊一時停止 キャンセル

3 押付け 押付け ＊1軸目一時停止 ポジション入力1 補間設定

4 ＊一時停止 ＊一時停止 ＊1軸目キャンセル ポジション入力2 ポジションNo.1入力

5 ＊キャンセル ＊キャンセル 2軸目スタート ポジション入力3 ポジションNo.2入力

6 補間 補間 2軸目原点復帰 ポジション入力4 ポジションNo.4入力

7 ポジション入力1 入力1 2軸目サーボON ポジション入力5 ポジションNo.8入力

8 ポジション入力2 入力2 ＊2軸目一時停止 ポジション入力6 ポジションNo.10入力

9 ポジション入力3 入力3 ＊2軸目キャンセル ポジション入力7 ポジションNo.20入力

10 ポジション入力4 入力4 ポジション入力1 ポジション入力8 ポジションNo.40入力

11 ポジション入力5 入力5 ポジション入力2 ポジション入力9 ポジションNo.80入力

12 ポジション入力6 入力6 ポジション入力3 ポジション入力10 ポジションNo.100入力

13 ポジション入力7 入力7 ポジション入力4 ポジション入力11 ポジションNo.200入力

14 ポジション入力8 入力8 ポジション入力5 ティーチモード指定 ポジションNo.400入力

15 ポジション入力9 入力9 ポジション入力6 1軸目ジョグ＋ ポジションNo.800入力

300 ＊アラーム ＊アラーム ＊アラーム ＊アラーム アラーム

301 レディ レディ レディ レディ レディ

302 位置決め完了 位置決め完了 1軸目位置決め完了 位置決め完了 位置決め完了

303 原点復帰完了 原点復帰完了 1軸目原点復帰完了 原点復帰完了 －

304 サーボON出力 サーボON出力 1軸目サーボON サーボON出力 －

305 押付け完了 押付け完了 2軸目位置決め完了 －

306 システムバッテリエラー システムバッテリエラー 2軸目原点復帰完了 システムバッテリエラー システムバッテリエラー

307 － － 2軸目サーボON － －

PSELポジショナモード入出力ポート表

＊：B接点

（負論理）

入力

出力
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区分
ポート ポジショナモード

No. 標準モード 品種切替モード 2軸独立モード ティーチモード DC-S-C1互換モード

16 ポジション入力10 入力10 ポジション入力7 1軸目ジョグ－ ポジションNo.1000入力

17 ポジション入力11 入力11 ポジション入力8 2軸目ジョグ＋ ポジションNo.2000入力

18 ポジション入力12 入力12 ポジション入力9 2軸目ジョグ－ ポジションNo.4000入力

19 ポジション入力13 入力13 ポジション入力10 インチング（0.01mm） ポジションNo.8000入力

20 ポジション入力14 入力14 ポジション入力11 インチング（0.1mm） ポジションNo.10000入力

21 ポジション入力15 入力15 ポジション入力12 インチング（0.5mm） ポジションNo.20000入力

22 ポジション入力16 入力16 ポジション入力13 インチング（1mm）（OFF固定）

23 エラーリセット エラーリセット エラーリセット エラーリセット CPUリセット

0 スタート スタート 1軸目スタート スタート スタート

1 原点復帰 原点復帰 原点復帰 サーボON 一時停止

2 サーボON サーボON 1軸目サーボON ＊一時停止 キャンセル

3 押付け 押付け ＊1軸目一時停止 ポジション入力1 補間設定

4 ＊一時停止 ＊一時停止 ＊1軸目キャンセル ポジション入力2 ポジションNo.1入力

5 ＊キャンセル ＊キャンセル 2軸目スタート ポジション入力3 ポジションNo.2入力

6 補間 補間 2軸目原点復帰 ポジション入力4 ポジションNo.4入力

7 ポジション入力1 入力1 2軸目サーボON ポジション入力5 ポジションNo.8入力

8 ポジション入力2 入力2 ＊2軸目一時停止 ポジション入力6 ポジションNo.10入力

9 ポジション入力3 入力3 ＊2軸目キャンセル ポジション入力7 ポジションNo.20入力

10 ポジション入力4 入力4 ポジション入力1 ポジション入力8 ポジションNo.40入力

11 ポジション入力5 入力5 ポジション入力2 ポジション入力9 ポジションNo.80入力

12 ポジション入力6 入力6 ポジション入力3 ポジション入力10 ポジションNo.100入力

13 ポジション入力7 入力7 ポジション入力4 ポジション入力11 ポジションNo.200入力

14 ポジション入力8 入力8 ポジション入力5 ティーチモード指定 ポジションNo.400入力

15 ポジション入力9 入力9 ポジション入力6 1軸目ジョグ＋ ポジションNo.800入力

300 ＊アラーム ＊アラーム ＊アラーム ＊アラーム アラーム

301 レディ レディ レディ レディ レディ

302 位置決め完了 位置決め完了 1軸目位置決め完了 位置決め完了 位置決め完了

303 原点復帰完了 原点復帰完了 1軸目原点復帰完了 原点復帰完了 －

304 サーボON出力 サーボON出力 1軸目サーボON サーボON出力 －

305 押付け完了 押付け完了 2軸目位置決め完了 －

306 システムバッテリエラー システムバッテリエラー 2軸目原点復帰完了 システムバッテリエラー システムバッテリエラー

307 アブソバッテリエラー アブソバッテリエラー 2軸目サーボON アブソバッテリエラー アブソバッテリエラー

SSELポジショナモード入出力ポート表

＊：B接点

（負論理）

入力

出力
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8. 共通事項・その他

8.1 通信ケーブル
接続ケーブルはプロフィバスで規格化されているタイプAケーブルを御使用ください。

8.2 X-SELコントローラ調整時の便利な機能
（1）Kタイプコントローラで、標準または拡張I／Oボードが装着されている時、I／O用

DC24V電源の接続を行わなくても、X-SELを単体で立ち上げる事ができます。
（2）ProfiBus-DPボードが装着されている時、ネットワークが確立していなくても、X-SEL

を単体で立ち上げる事ができます。
いずれの場合もI／OパラメータNo.10～13の当該パラメータの設定を“０：非監視”にしてください。
（注）必要な操作や調整が終ったらパラメータを必ず元に戻してください。戻さないままですと、

このスロットのボードのエラーチェックが行われません。

8.3 GDSファイル
ProfiBus-DPコンフィグレータはマスターユニット推奨のコンフィグレータをご使用願います。
コンフィグレータをご使用になる場合、GDSファイルが必要な場合には、当社のホームページから
ダウンロードしてご使用ください。

ホームページ　http://www.iai-robot.co.jp

ProfiBus-DPのコンフィグレータには、製品に添付されるGDSファイルをインストールし、マスタ
側に本デバイスの設定を行う必要があります。その際に、入力および出力のバイト数は、X-SEL
（TT）、RCS-C、E-Con、SCON、ACON、PCON、ASEL、PSELおよびSSELコントローラで規定
されたポート数に相当する値を設定してください。
一度コンフィグレータで設定をしてしまえば、以降はシステムを立ち上げれば自動的に通信が行わ
れます。マスター局へのスレーブ局（X-SEL（TT）、RCS-C、E-Con、SCON、ACON、PCON、
ASEL、PSELおよびSSEL）情報の設定方法は、マスター局、搭載されているPLC及び、周辺装置
の取扱説明書に従って行ってください。

7. 共用事項・その他

7.3 GDS ファイル

7.1 通信ケーブル

7.2 X-SEL コントローラ調整時の便利な機能
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2006.10

2006.11

2008.02

2

P24~34 4 SCON

3

 4.2(7)

P25  SCON 13→16

P29  SCON 13→16

P30  SCON

P31  SCON 256

P32  SCON 512 7 3

P33  SCON 13→16

P34  

P35  SCON 13→16

P36~40  

4

 4 TT 6 SSEL

P1  TT SSEL

P25~33  4 TT 5

P47~55  6 SSEL

2008.03 5

P1  “ ”

ACON PCON

P2  (

P20~22  ( )

P41~42  SCON PIO

P44~45  ( )

P56~126  ACON PCON

P127  ACON PCON

76

PROFIBUS-DP



ProfiBus-DP

144

2008.04

2008.09

2010.05

6

7

8

P1  ASEL PSEL

P3  XSEL P/Q/PX/QX

P55  ASEL PSEL

P138  ACON PCON CE

9

24

第 11 版

・安全ガイドの内容を変更。2 人以上での作業時の注意事項を追加

・ACON、PCON を削除

2011.11
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